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 キーワードの検索
「バッテリー」や「取り付け」などのキーワードを検索して、トピックを探します。Adobe 
Acrobat Readerを使用して本書をお読みの場合、WindowsではCtrl+F、MacではCommand+Fを
押して検索を開始できます。

 トピックへの移動
目次のトピック一覧をご覧ください。トピックをクリックすると、そのセクションに移動し
ます。

 本書の印刷
本書は高解像度印刷に対応しています。
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DJI Assistant 2（Enterpriseシリーズ）のダウンロード
DJI AssistantTM 2（Enterpriseシリーズ）を下記からダウンロードしてください。
http://www.dji.com/mavic-2-enterprise-advanced

本マニュアルの使用方法
凡例

警告 重要 ヒントとコツ 参考

初めてのフライト前にお読みいただくもの
MAVICTM 2 Enterprise Advancedをお使いになる前に以下の資料をお読みください。
1. 同梱物リスト
2. ユーザーマニュアル
3. クイックスタートガイド
4. 免責事項と安全に関するガイドライン
5. インテリジェント フライトバッテリー安全ガイドライン
初回使用前に、免責事項と安全に関するガイドラインをお読みいただくことをお勧めします。初め
ての飛行に際しては「クイックスタートガイド」をよく読み、詳細に関しては本ユーザーマニュア
ルを参照してください。

DJI Pilot アプリのダウンロード
飛行時にはDJI Pilotアプリを必ずご使用ください。* Mavic 2 Enterprise AdvancedはDJI 
Pilotとスマート送信機のAndroid版のみに対応しています。
右側のQRコードをスキャンして、最新版をダウンロードしてください。Android版の
DJI Pilotは、Android v5.0以降で動作します。

*	より安全にご使用いただくために、飛行中にこのアプリに接続、ログインしていない場合は、飛行高度が30m、
飛行範囲が50mに制限されます。これはDJI PilotおよびDJIの機体に対応するすべてのアプリに適用されます。

この製品の動作環境温度は、-10℃ 〜 40℃で、より大きな環境変動に耐えることのできるミリ
タリーグレードの分野での標準動作環境温度（-55℃ 〜 125℃）の条件を満たしていません。
製品を適切に動作させ、そのグレードの動作環境温度範囲の要件を満たしている分野に対して
のみ実行してください。
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製品の特徴
本セクションではMavic 2 Enterprise 
Advancedについて紹介し、機体と送信
機の各部名称について説明します。
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製品の特徴
はじめに

DJI Mavic 2 Enterprise Advancedは全方向性ビジョンシステムおよび赤外線検知システムを備え、サ
ーマルカメラとビジュアルカメラを含む高度安定化3軸ジンバルカメラを搭載しています。これによ
り赤外線画像と視覚画像を同時に撮影することが可能になります。DJIの障害物検知技術は安全飛行
をサポートすることで、複雑な写真撮影を可能にし、一方DJI AirSenseは周辺空域の認識を実施し、
パスワード保護により機体へのアクセスやすべてのデータの安全性を確保します。
サーマルカメラとビジュアルカメラを統合した高度安定化3軸ジンバルカメラを搭載したMavic 2 
Enterprise Advancedは、赤外線画像と可視画像を同時に撮影できます。赤外線サーマルカメラは
640×512の動画を撮影し、ビジュアルカメラは4K動画や48MPの写真を撮影します。機体は最大32
倍のデジタルズームに対応しています。角度ぶれ範囲を+0.005以内に抑える最新テクノロジーを採
用することにより、Mavic 2 Enterprise Advancedは安定性と撮影品質が向上しています。
送信機は、DJIの長距離伝送技術 OCUSYNCTM2.0を搭載し、最大伝送範囲は10 kmです（日本国内
では6 km）。最大720pの動画を、機体からモバイル端末のDJI Pilotへ送信し、表示します。送信機
は、2.4 GHzと5.8 GHzの両方で動作し、遅延のない最適な伝送チャンネルを自動で選択できます 
(日本国内は2.4 GHzのみ利用可）。機体およびカメラは、送信機に搭載されたボタンを使用して簡
単に制御できます。DJIスマート送信機は、機体やジンバルを制御するボタンが多数あり、またカス
タム設定できるボタンも備え、5.5 インチ高輝度スクリーンを内蔵しています。送信機はBluetooth機
能やGNSS（全球測位衛星システム）に対応し、Wi-Fi経由でインターネットに接続できます。操作ス
ティックは着脱可能であるため、送信機の格納が容易です。最大稼働時間は、2時間30分です。
Mavic 2 Enterprise Advancedの最大飛行速度は72 km/h、最大飛行時間は31分です。

	 最大飛行時間は、無風の環境下で定速25 km/hで飛行し試験しました。また、最大飛行速度は、
無風の海抜高度で試験しました。これらの値は参考値です。

	 送信機は、電波干渉のない広くて開けた場所で、高度約120 mで最大伝送距離（FCC）に達しま
す。最大稼働時間は、ラボ環境での試験によるものです。この値は参考値です。

	5.8 GHzは、特定の地域では対応していません。現地の法律および規制を順守してください。

機体の準備
梱包時には、機体のすべてのアームは折りたたんだ状態です。以下の手順に従って、機体を展開し
てください。
1.	 カメラからジンバルカバーを取り外します。
2.	 前方のアームを広げてから、後方のアームを広げます。

1

2

3
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* 使用しないときは、ジンバルカバーを取り付けます。
1)	 ジンバルを持って固定し、ジンバルクランプを機体

とジンバルの間に挿入します。
2)	 ジンバルプロテクターのフックが機体の溝に固定さ

れたことを必ず確認します。ジンバルプロテクター
をジンバルに覆いかぶさるまで下げバックルで固定
します。しっかりと取り付けられるとバックルがカ
チッと鳴ります。

3. 白いマークのあるプロペラを、同じく白いマークのあるモーターに取り付けます。プロペラをモ
ーターに押し込みながら、固定されるまで回転させます。マークのないプロペラを、同様にマー
クのついていないモーターに取り付けます。プロペラブレードを広げます。

1

2

3

4.	 すべてのインテリジェント フライトバッテリーは、安全のためにハイバネーション モードで出
荷されています。初めて使用する際は、付属のAC電源アダプターを使用して、インテリジェン
ト フライトバッテリーを充電して、アクティベーションしてください。飛行後にインテリジェン
ト フライトバッテリーを充電するには、バッテリーを機体から取り外してAC電源アダプターに
取り付けます。

溝 フック

ジンバルクランプ

AA

電源コンセント
100～240V

充電時間：
～1時間30分

	 前方のアームとプロペラを広げてから、後方のアームを広げます。
	Mavic 2 Enterprise Advancedは、折りたたみ式の機体設計です。そのため、アームと機体が擦れ
るのは正常です。

	 ジンバルカバーが取り外され、すべてのアームとプロペラを広げてから、機体の電源を入れて
ください。この手順に従わないと、機体の自己診断テストに影響が出る恐れがあります。
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送信機の準備
スマート送信機のパッケージには、2組の操作スティックが含まれています。1組は、送信機背面の
スティック収納スロットに収納されています。以下の手順に従って、スティック収納スロットに収
納されている操作スティックを送信機に取り付けてください。

アンテナを持ち上げる 操作スティックを取り外す 回転させて操作
スティックを取
り付ける
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各部名称
Mavic 2 Enterprise Advanced（L1TE）

2
3

1

4
5

A
B

6

7

8

9
10

11
12

15

13

16

14

17

18

19

19

21
22

20

1.	 前方ビジョンシステム
2.	 プロペラ
3.	 モーター
4.	 フロントLED

5.	 ジンバル＆カメラ
	 A. サーマルカメラ
	 B. ビジュアルカメラ
6.	 アンテナ
7.	 後方ビジョンシステム
8.	 機体ステータスインジケーター
9.	 バッテリーバックル
10.	 側方ビジョンシステム
11.	 USB-Cポート
12.	 リンクボタン／リンクステー

タスインジケーター
13.	 拡張ポート（アクセサリー接

続用）
14.	 拡張ポートカバー
15.	 バッテリー残量LED

16.	 電源ボタン
17.	 インテリジェント フライトバ

ッテリー
18.	 上方赤外線検知システム
19.	 下方ビジョンシステム
20.	 microSDカードスロット
21.	 下方赤外線検知システム
22.	 底部補助ライト（低照度環境

においてビーコンとして使用
可能）
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DJIスマート送信機（RM500）
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1.	 アンテナ
	 機体制御と動画信号を送受信します。
2.	 戻るボタン／機能ボタン
	 1回押すと前の画面に戻り、2回押すとホー

ム画面に戻ります。
3.	 操作スティック
	 送信機が機体とリンク時に、機体の向きと

動きを制御します。
4.	 Return-to-Home（RTH）ボタン
	 このボタンを長押しすると、RTHを起動し

ます。機体は最後に記録されたホームポイ
ントへ戻ります。再度押すと、RTHはキャ
ンセルされます。

5.	 飛行一時停止ボタン
	 ボタンを押すと機体にブレーキがかり、ホ

バリングを行います（GPSまたはビジョン
システムが利用可能な場合のみ）。

6.	 フライトモードスイッチ
	 Tモード／Pモード／Sモード間を切り換え

ます。
7.	 ステータスLED
	 リンクの状態を示し、バッテリー残量低下

時や高温時、または操作スティックが中央
に戻っていないときに警告を表示します。

8.	 バッテリー残量LED
	 送信機のバッテリー残量を表示します。
9.	 5Dボタン
	 デフォルトでの設定は以下のとおりです。

設定はDJI Pilotで変更できます。

	 上：ジンバルを中央に戻す／ジンバルを下
向きにする

	 下：フォーカス切替/測光
	 左：EV値を減らす
	 右：EV値を増やす
10.	 電源ボタン
	 送信機の電源をオン／オフにするために使

用します。送信機の電源が入っているとき
にボタンを押すと、送信機はスリープモー 
ド に 入 る 、 ま た は ス リ ー プ 状 態 を 解 除 
します。

11.	 確認ボタン／カスタムボタンC3
	 送信機が機体にリンクされていない場合

は、押して選択を確定します。機体にリン
クされているときは、ボタンを使用して選
択を確定することはできません。機体にリ
ンクされているときのボタンの機能は、DJI 
Pilotでカスタマイズできます。

12.	 タッチ画面
	 タップして選択します。
13.	 USB-Cポート
	 送信機の充電または更新に使用します。
14.	 マイク
	 録音します。
15.	 ねじ穴
16.	 ジンバルダイヤル
	 カメラのチルト操作に使用します。
17.	 録画ボタン
	 押して動画の撮影を開始します。再度押す

と動画撮影を停止します。
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18.	 HDMIポート
	 動画の出力用です。
19.	 microSDカードスロット
	 microSDカードの挿入に使用します。
20.	 USB-Aポート
	 外部デバイスとの接続に使用します。
21.	 フォーカス／シャッターボタン
	 1回押すと、DJI Pilotで選択したモードに従

って写真を撮影します。
22.	 カメラ設定ダイヤル／ジンバルダイヤル
	 このダイヤルを回して、カメラのズームを

調整します。
23.	 通気口
	 放熱の際に使用します。使用中は通気口を

塞がないでください。
24.	 スティック格納スロット
	 1組の操作スティックを収納するために使

用します。
25.	 カスタムボタンC2
	 デフォルトでの設定は再生です。設定はDJI 

Pilotで変更できます。

1
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26.	 スピーカー
	 音声を出力します。
27.	 カスタムボタンC1
	 デフォルトでの設定はセンターフォーカス

です。設定はDJI Pilotで変更できます。
28.	 吸気口
	 放熱の際に使用します。使用中は吸気口を

塞がないでください。
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アクティベーション
スマート送信機のアクティベーション

Internet

初めて使用する前にスマート送信機をアクティベーションする必要があります。アクティベ
ーション中、送信機がインターネットに接続されていることを確認してください。アクティ
ベーションは次の手順に従ってください。

1.	 送信機の電源を入れます。言語を選択して「次へ」をタップします。利用規約とプライバシーポ
リシーをよく読み、「同意する」をタップします。国／地域を設定します。

2.	 Wi-Fi経由で送信機をインターネットに接続します。接続したら、「次へ」をタップして続行し、
タイムゾーン、日付、時刻を選択します。

3.	 DJIアカウントでログインします。まだアカウントをお持ちでない場合は、DJIアカウントを作成
してログインします。

4.	 アクティベーションページで「アクティベーション」をタップします。
5.	 アクティベーションした後、スマート送信機の改善プロジェクトに参加するかどうかを選択して

ください。本プロジェクトは、診断データと利用データを日常的に自動送信することでユーザー
エクスペリエンスの向上に貢献します。DJIによる個人情報の収集はありません。

6.	 送信機がファームウェア更新を確認します。ファームウェア更新が利用できる場合は、最新バー
ジョンをダウンロードするようプロンプトが表示されます。

アクティベーションに失敗した場合は、インターネット接続を確認してください。インターネット
接続が正常であれば、再試行して送信機をアクティベーションしてください。問題が続く場合は、 
DJIにお問い合わせください。

機体のアクティベーション
初めて使用する前に、Mavic 2 Enterprise Advancedをアクティベーションする必要があります。画
面の指示に従って、DJI Pilotを使用してMavic 2 Enterprise Advancedをアクティベーションします。
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機体
このセクションでは、フライトコントローラ
ー、インテリジェント フライトバッテリー、
前方／後方／下方ビジョンシステムについて
説明します。
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機体
Mavic 2 Enterprise Advancedは、フライトコントローラー、ビジョンシステム、動画ダウンリンク シ
ステム、推進システム、インテリジェント フライトバッテリーで構成されています。「製品の特長」 
セクションの機体の各部名称を参照してください。

フライトモード
Mavic 2 Enterprise Advancedは、3つのフライトモードと、特定の状況でモードが切り替わる4つ目の
フライトモードを備えています：
P（ポジショニング）モード：Pモードは、強いGPS信号受信時に最適に動作します。機体は、GPS
とビジョンシステムを利用して自らの位置を把握しながら自動で安定し、障害物を避けて進みます。 
前 方 お よ び 後 方 ビ ジ ョ ン シ ス テ ム が 有 効 で 、 照 明 条 件 が 十 分 で あ る 場 合 、 最 大 傾 斜
角 度 は 2 5 ° 、 前 方 向 最 高 飛 行 速 度 は 5 0 k m / h 、 後 方 向 最 高 飛 行 速 度 は 4 3 k m / h で す 。
注 ： P モ ー ド で 高 速 飛 行 さ せ る に は 、 ス テ ィ ッ ク を 大 き く 倒 す 必 要 が あ り ま す 。 ビ ジ
ョ ン シ ス テ ム が 利 用 で き な い か 無 効 に な っ て い る 場 合 、 か つ G P S 信 号 が 弱 い か コ ン パ
ス が 干 渉 を 受 け て い る 場 合 、 機 体 は 自 動 的 に 姿 勢 モ ー ド （ AT T I モ ー ド ） に 切 り 替 わ り
ま す 。 ビ ジ ョ ン シ ス テ ム が 利 用 で き な い 場 合 、 機 体 は 自 動 的 に 位 置 決 め ま た は ブ レ ー 
キをかけることができず、潜在的な事故のリスクが増加します。ATTIモードでは、機体は周囲環境の
影響をより受けやすくなります。風などの環境要因によって水平方向に移動することがあり、狭いス
ペースを飛行している際は特に危険を招くおそれがあります。
S（スポーツ）モード：Sモードでは、障害物検知は無効になり、機体はGPSとビジョンシステムを
使用してポジショニングします。最大飛行速度は72km/hです。機体は障害物を検知または回避でき
ません。注：Sモードでは、敏捷性と速度に対する機体の反応性が最適化され、スティックの動き
への反応がより機敏になります。
T（トライポッド）モード：TモードはPモードに基づくため、速度が制限され、撮影中に機体はよ
り安定します。飛行、上昇、下降の最大速度は1 m/sに制限されます。

	 障害物検知と上方赤外線検知システムはSモードでは無効になります。よって、機体は自動的に
障害物を検知できなくなります。

	Sモードでは、機体の最大速度と制動距離が著しく増加します。無風状態の場合、制動距離は少
なくとも30m必要です。

	Sモードでは、下降速度が著しく増加します。
	Sモードでは、機体の応答性が著しく向上します。そのため、送信機の操作スティックをわずか
に動かしただけでも、機体は大きく移動します。飛行中は細心の注意を払い、十分な飛行スペ
ースを確保するようにしてください。

	 送信機のフライトモードスイッチを使用して、フライトモードを切り替えます。フライトモー
ドを変更するには、DJI Pilotのカメラビューで、  をタップして［マルチフライトモード］を
有効にします。
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機体の電源が入っている時、フロントLEDは機体の前方を示すために赤色に点灯します。DJI Pilotで
設定に移動し、フロントLEDの電源をオン／オフします。
機体ステータスインジケーターは、機体の飛行制御システムのステータスを示します。機体ステー
タスインジケーターの詳細については、下表を参照してください。「Return-to-Home」セクションの
説明のとおり、ホームポイントを記録しているときも機体ステータスインジケーターが点滅します。

機体のLEDとステータスインジケーター
下図のとおり、Mavic 2 Enterprise AdvancedにはフロントLEDと機体ステータスインジケーターがあ
ります。

機体ステータスインジケーターの状態
通常の状態

   赤色、緑色、黄色で点滅を続けます 電源がオンになり、自己診断テストを実行

 黄色と緑色で交互に点滅 ウォーミングアップ

 ゆっくりと緑色点滅 Pモード（GPSあり）

×2  緑色の2回点滅が継続 Pモード（前方および下方ビジョンシステ
ムあり）

 ゆっくりと黄色点滅 GPS、前方／下方ビジョンシステムの使
用なし

 素早く緑色点滅 制動中

  緑色と青色で交互に点滅 RTKが有効にされ、RTKデータが使用され
ています

警告の状態

 黄色にすばやく点滅 送信機信号消失

 ゆっくりと赤色点滅 ローバッテリー

 素早く赤色点滅 極度のローバッテリー

 赤色点滅 IMUエラー
— 赤色点灯 重大なエラー

 赤色と黄色に交互に点滅 コンパス キャリブレーションが必要

 赤色と緑色に交互に点滅 RTKが有効になっているが、RTKデータは使
用不可

目立たずに飛行する必要のあるミッションの場合、DJI Pilotの一般設定で、[LED設定]を選択し
て、フレームアームLEDをオフにします。

機体ステータス 
インジケーター

フロントLED

機体ステータスインジケーター

フロントLED
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GPS 説明

ホーム 
ポイント

離陸前に強いGPS信号が検知されていた場合は、機体を離陸させた場所が
ホームポイントになります。GPS信号強度は、GPSアイコン（ ）で表
されます。ホームポイントが記録されると、機体ステータスインジケータ
ーが緑色に素早く点滅します。

スマートRTH
十分に強いGPS信号を受信している場合は、スマートRTHを使用して機体をホームポイントに戻す
ことができます。送信機のRTHボタンを長押しすることにより、スマートRTHを起動します。送信
機のRTHボタンを押すことでスマートRTHを終了できます。

ローバッテリーRTH
バッテリー残量が安全な帰還に必要な最低レベルに達すると、ローバッテリーRTHが起動します。
ローバッテリー警告が表示されたら、ただちに機体を帰還させるか、着陸させてください。バッテ
リー残量が低下すると、DJI Pilotは警告プロンプトを表示します。10秒カウントダウン後、何の操作
も行わない場合、機体は自動的にホームポイントに帰還します。
送信機のRTHボタンまたは飛行一時停止ボタンを押すことで、RTHはキャンセルできます。ローバ
ッテリー残量（バッテリー残量低下）警告が出た後にRTHをキャンセルすると、インテリジェント  
フライトバッテリーの残量不足で安全に着陸できず、墜落したり紛失したりするおそれがあります。 
バッテリー残量警告のしきい値は、現在の機体の高度とホームポイントからの距離を基準に自動的に
決定されます。
今いる高度から下降するだけのバッテリー残量がある場合は、機体は自動的に着陸を開始します。
自動着陸をキャンセルすることはできませんが、送信機を使用して着陸中の機体の方向を操作でき
ます。

RTH（Return-to-Home：帰還）
Return-to-Home（RTH）により、機体は最後に記録されたホームポイントに戻ります。RTHには3種
類あります。スマートRTH、ローバッテリーRTH、フェールセーフRTHです。本セクションでは、
これら3つのRTHの動作について詳しく説明します。

DJI Pilotのバッテリー残量インジケーターバー

極度のローバッテリー残量警告 
（赤色）

ローバッテリー残量警告 
（黄色） 

バッテリー残量は十分（緑色）

飛行可能残時間

ホームポイントに帰還する
には充電が必要

12:29
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警告 適用事例 機体ステータス
インジケーター DJI Pilotアプリ アクション

ローバッ
テリー
残量

RTHを行えるバッテリー
残量です。

ゆっくりと赤色
点滅

RTHを選択する
か、通常のフライ
トを続行します。

オプションを選択します。
アクションが実行されな
い場合、機体はRTHを実施
します。

緊急RTHを行えるバッテ
リー残量です（高度が
50 m以上で、送信機信
号が正常であるRTHの場
合）。

緊急RTHを選択す
るか、RTHを続行
します。

オプションを選択します。
緊急RTH（機体は50mまで
下降し、ホームポイントに
戻る）またはRTHを続行す
る（機体は下降せずにホー
ムポイントに飛行する）。
アクションが実行されない
場合、機体は緊急RTHを実
施します。

緊急着陸を実施するバッ
テリー残量です（送信機
信号が正常であるRTHの
場合）。

機体を着陸させま
す。アクションは
キャンセルできま
せん。

機体を直ちに着陸させ 
ます。

極度のロ
ーバッ
テリー
残量

機体は10秒後に着陸し
ます（極ローバッテリー
残量で通常飛行する場
合）。

素早く赤色点滅

機体は10秒後に着
陸します。アクシ
ョンはキャンセル
できません。

機体は10秒後に着陸し
ます。

機体は自動的に着陸しま
す（極ローバッテリー
残量で通常飛行する場
合）。

機体を直ちに着陸
させます。アクシ
ョンはキャンセル
できません。

機体を直ちに着陸させ 
ます。

フェールセーフRTH
前方ビジョンシステムにより、機体は内部で飛行ルートのリアルタイムマップを作成しながら飛行
します。ホームポイントが正しく記録され、コンパスが正常に動作していれば、送信機信号が2秒よ
り長く消失した場合、フェールセーフRTHが自動的に起動します。
フェールセーフRTHが起動すると、機体は元の飛行ルートをたどり帰還し始めます。フェールセー
フRTHが起動してから60秒以内に送信機信号が回復すると、機体はその地点で10秒間ホバリングし
てパイロットからのコマンドを待ちます。送信機のRTHボタンを押し、フェールセーフRTHをキャ
ンセルして制御を取り戻します。操縦者がコマンドを送らない場合、機体は真っすぐにホームポイ
ントへ帰還します。フェールセーフRTHが起動してから60秒経っても送信機信号が消失したままの
場合、機体は元の飛行ルートをたどるのを中止して真っすぐにホームポイントへ帰還します。

RTHプロセス
1.	 機体は向きを調整します。
2. a. RTH開始時に機体がホームポイントから20 m以上離れている場合、事前設定したRTH高度に上

昇し、12 m/sの速度でホームポイントに向かいます。現在の高度がRTH高度より高い場合、
機体は現在の高度でホームポイントに向かいます。前方および後方ビジョンシステムが有効
になっています。
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RTHの解説

RTH中の障害物回避
前方／後方ビジョンシステムが作動するのに十分な明るさがある場合、機体はRTH中に障害物を検
知し、積極的に回避しようとします。障害物回避のプロセスは以下のとおりです。
1.	 障害物を検知すると、機体は減速します。
2.	 機体は停止してホバリングした後、障害物を検知しなくなるまで上昇します。
3.	 RTH手順が再開され、機体は新しい高度でホームポイントまで飛行します。

	GPS信号が弱いまたは利用不可の場合、機体はホームポイントに戻ることができません。
	 スマートRTHおよびローバッテリーRTHでは、機体は自動的に高度20 mに上昇します。高度
20 m以上に達したら、スロットルスティックを動かしてコマンドを送り、機体の上昇を停止さ
せ、その高度でホームポイントに帰還させます。

	 前方／後方ビジョンシステムが使用できない場合、機体はフェールセーフRTH時に障害物を回
避することができません。飛行を開始する前に、毎回適切なRTH高度を設定してください。DJI 
Pilotを開き、  をタップしてRTH高度を設定してください。

	RTH中に、機体の向きと進行方向は制御できませんが、機体の速度と高度は送信機またはDJI 
Pilotによって制御できます。

	RTH中は、機体の側面の障害物を検知または回避することはできません。

b. 	 RTHが開始されたときに機体の位置がホームポイントから5 m~20 mの範囲内にあれば、機体
は現在の高度で飛行して戻ります。現在の高度が2 m未満であれば、機体はまず2 mまで上昇
し、3 m/sの速度でホームポイントまで飛行します。現在の高度でのRTHの設定が無効になっ
ている場合は、機体はすぐに着陸します。

c. 	 RTH開始時に機体からホームポイントまでの距離が5 m未満の場合、機体は速やかに着陸し
ます。

3.	 機体はホームポイントに到達すると、着陸してモーターを停止します。

1 ホームポイントの記録 2 ホームポイントの確認

4 長時間信号ロスト

×

5 RTH（高度の調整可能）
ホームポイントからの高度がフェールセーフ高度を超過

フェールセーフ高度まで上昇

ホームポイントからの高度がフェールセーフ高度以下

フェールセーフ高度
×

6 着陸

×

3 送信機の信号ロスト

×
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着陸保護
スマートRTH中の着陸保護は、次のようにアクティベーションされます：
1.	 地面が着陸に適していると着陸保護機能が判断すると、機体はゆっくり着陸します。
2.	 地面が着陸に適していない場合は、機体はホバリングして、着陸に適しているかどうかをパイロ

ットが確認するのを待ちます。
3.	 着陸保護機能が作動しない場合、機体が地表0.5m未満まで下降すると、DJI Pilotが着陸プロンプ

トを表示します。機体を着陸させるには、スロットルスティックを1秒間下に倒すか、DJI Pilotの
自動着陸スライダーを使用します。

ローバッテリーRTHおよびフェールセーフRTH中に着陸保護が作動します。着陸保護は次のように
実行されます。
ローバッテリーRTHおよびフェールセーフRTHの場合、機体は地上の2 mでホバリングし、パイロッ
トが着陸に適していることを確認します。機体を着陸させるには、スロットルスティックを1秒間下
に倒すか、アプリの自動着陸スライダーを使用します。着陸保護が作動し、機体が上記の手順を実
行します。

着陸時にはビジョンシステムは無効になります。必ず注意して機体を着陸させてください。機体
を着陸させるときには、慎重に行ってください。

高精度着陸 
Mavic 2 Enterprise AdvancedはRTH中に、機体の下にある地形の特徴を自動的にスキャンして照合し
ます。現在の地形がホームポイントの地形と合致したときに、機体は着陸を開始します。現在の地
形がホームポイントの地形と合致しないときは、DJI Pilotにプロンプトが表示されます。

 高精度着陸中、着陸保護は有効になります。
 高精度着陸の性能は、以下の条件に左右されます。
a)	 離陸時にホームポイントが記録される必要があり、飛行中に変更してはいけません。そうし

なかった場合、機体にホームポイントの地形特徴の記録が存在しないことになります。
b)	 離陸中、水平方向へ移動する前に、機体は少なくとも7 m上昇しておく必要があります。
c)	 ホームポイントの地形特徴が、ほとんど変化しない場所である必要があります。
d)	 ホームポイントの地形特徴が、他と区別できる必要があります。
e)	 照度条件が、明るすぎず暗すぎない状態でなければなりません。

 	高精度着陸中は、以下の操作を行うことができます：
a)	 スロットルスティックを下に倒して着陸を加速する。
b)	 操作スティックを他の任意の方向に動かして、高精度着陸を停止する。操作スティックが解

放された後、機体は垂直に降下します。

ビジョンシステムおよび赤外線検知システム
Mavic 2 Enterprise Advancedには、前方／後方／下方／側方のビジョンシステムと上方／下方の赤外
線検知システムが搭載されています。照明条件が適切な場合に、これらのシステムにより、機体は
全方向障害物検知が可能となります。
前方、後方および下方ビジョンシステムの主なパーツは、機体の前方、後方および底部にある6個の
カメラです。側方ビジョンシステムは、機体の左右側面にある2つのカメラです。上方および下方赤
外線検知システムの主なパーツは、機体の上部と底部にある2個の3D赤外線モジュールです。
下方ビジョンシステムと赤外線検知システムは、GPS信号を利用できない室内やその他の環境下で飛
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検知範囲
ビジョンシステムの検知範囲は以下のとおりです。機体は、検知範囲内にない障害物を検知または
回避できないので、ご注意ください。

ビジョンシステムカメラのキャリブレーション
機体に搭載されているビジョンシステムは、出荷前にキャリブレーション済みです。衝突が発生し
た場合、機体はDJI PilotまたはDJI Assistant 2 (Enterpriseシリーズ) for Mavic経由でキャリブレーショ
ンが必要となる場合があります。
ビジョンシステムを最も精度よくキャリブレーションする方法は、DJI Assistant 2（Enterpriseシリー
ズ） for Mavicを使用することです。以下の手順に従って前方ビジョンシステムカメラをキャリブレ
ーションし、同様の手順で他のビジョンシステムカメラのキャリブレーションを行ってください。

01
将飞行器面向屏幕

02
移动位置以对准方框

03
按照提示旋转飞行器

83°

65° 6°65°6°

40° 40°

40°

80°

4°

80°

4°
60°

100°100°

5°
70°

77°
3°

77°
3°

前方ビジョンシステム

下方ビジョンシステム

下方ビジョンシステム

下方赤外線検知システム
底部補助ライト

上方赤外線検知シ
ステム

後方ビジョンシステム

側方ビジョンシ
ステム

側方ビジョンシ
ステム

行するために、機体が現在位置を維持し、より正確にホバリングできるようにします。さらに、機体
の底部にある底部補助ライトは、低照度条件での下方ビジョンシステムの可視性を向上させます。

機体を画面に向ける 機体を動かし、傾き
を調整する

ボックスを揃える
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通常、下方ビジョンシステムはGPSが使えない屋内環境で使用されます。下方ビジョンシステム
は、機体が高度0.5～11 mにある場合に最も効果的に動作します。機体の高度が11 mを超える場合
は、ビジョンポジショニングに影響があることを注意してください。

下方ビジョンシステムを使用するには、次の手順に従ってください。
1.	 機体をPモードにして、平らな面の上に置くようにします。下方ビジョンシステム

は、模様に変化がない地表面では正しく動作しないため注意してください。
2.	 機体の電源を入れます。離陸後、機体はその場でホバリングします。機体ステー

タスインジケーターが緑色に2回点滅し、下方ビジョンシステムが動作しているこ
とを示します。

前方／後方ビジョンシステムを使用して、前方に障害物を検知したとき、機体は能動的にブレーキ
をかけます。前方／後方ビジョンシステムは、明るさが適切で障害物がはっきりと目立つか質感が
ある場合に最も効果的に動作します。制動時間を十分にとるため、前方への飛行時は50 km/h、後方
への飛行時は42 km/hを超える飛行は避けてください。
側方のビジョンシステムは、十分な明るさと、はっきりとした質感がある事が必要で、動く人、
車両、木の枝、点滅光などの動的な物体の障害物を検知することはできません。
側方ビジョンシステムはトライポッドモードでのみ使用できます。傾斜角は24°/sに制限され、横
方向飛行速度は29 km/hに制限されます。

	 側方ビジョンシステムは、障害物を検知し、回避する能力が限られており、周辺環境によって
性能が影響を受ける可能性があります。機体は目視内で維持し、DJI Pilotのプロンプトに注意し
てください。DJIは、側方のビジョンシステムを使用中に損傷または紛失した機体の責任を負い
ません。

	 下方ビジョンシステムは、はっきりとしたパターンの変化がない地表の上空では適切に機能し
ません。下方ビジョンシステムは、機体が高度0.5～50 mにある場合にのみ有効です。機体の高
度が11 mを超える場合は、ビジョンポジショニングに影響があることを注意してください。

	 底部補助ライトは機体が高度5 m未満で稼働しているときに低照度環境で自動的に有効にされま
す。ビジョンシステム カメラの性能は、底部補助ライトが点灯している場合に影響を受ける可
能性があります。GPS信号が弱い場合は注意して飛行してください。

	 水や雪で覆われたエリアの上を機体が飛行している場合、下方ビジョンシステムが適切に機能
しないことがあります。

ビジョンシステムの使用
下方ビジョンシステムおよび赤外線検知システムは機体の電源がオンになると自動的に作動しま
す。特別な操作は必要ありません。下方ビジョンシステムを使用すると、GPSがなくても機体は正
確にホバリングできます。

2m以上

T P S
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	 機体が過度に高速で飛行している場合は、ビジョンシステムが適切に機能しないことがあるの
でご注意ください。高度2 mで10 m/s以上、または高度1 mで5  m/s以上で飛行する際には注意
して飛行してください。

	 次のような状況では、機体を慎重に操作してください。
a)	 モノクロ（黒一色、白一色、緑一色など）の地表面上を飛行している場合。
b)	反射率が高い地表面上を飛行している場合。
c)	 水面または透明な地表面上を飛行している場合。
d)	動く面または物体の上空を飛行している場合。
e)	 明るさが頻繁に、または急激に変わるエリアを飛行している場合。
f)	 非常に暗い（10ルクス未満）または非常に明るい（40,000ルクス超）地表面上を飛行してい

る場合。
g)	 赤外線を強力に反射または吸収する地表面（鏡など）の上空を飛行している場合。
h)	 はっきりした模様や構造のない地表面上を飛行している場合。
i)	 同じ模様や構造が繰り返し現れる（同じデザインのタイルなど）地表面上を飛行している場合。
j)	 表面積の小さい障害物上を飛行している場合。（木枝など）

	 センサーは常にきれいな状態に保ってください。センサーを覆ったり、遮ったりしないでくだ
さい。赤外線センサー部分を遮断しないでください。

	 前方／後方ビジョンシステムは、低照度条件（100ルクス未満）では地面にある模様を認識でき
ない場合があります。機体の速度が50 km/hを超える場合、前方／後方ビジョンシステムはブレ
ーキに十分な時間をかけられず、障害物から安全な距離で機体を停止することができません。

	 機体が衝突したときには、ビジョンシステムのキャリブレーションが必要となる場合があります。
アプリから指示があった場合は、ビジョンシステムのキャリブレーションを行ってください。

	 雨や霧、または視界が不明瞭な日には飛行しないでください。
	 離陸前に必ず以下を確認してください：
a)	 赤外線センサーやビジョンシステムのガラスにステッカーやその他の障害物がないことを確

認します。
b)	赤外線センサーやビジョンシステムのガラスに汚れや埃、水が付いている場合は、柔らかい

布で拭き取ります。アルコールを含む洗浄剤は使用しないでください。
c)	 赤外線センサーおよびビジョンシステムのガラスに傷などがある場合は、DJIサポートにお問

い合わせください。
	 上方赤外線検出システムは、機体上方の全体エリアではなく、センサー真上の直線部分を検出
します。なお、屋根などの大きな障害物が検出されますが、葉や電線などの小さな障害物は検
出できません。機体上の障害物を検出しますが、上方赤外線検出システムだけに依存しないよ
うに注意して飛行してください。

	 離陸前に、下方ビジョンシステムおよび下方赤外線検出システムを遮らないでください。遮っ
た場合、機体は着陸後に再び離陸することができず、再起動が必要になります。

フライトレコーダー
フライトテレメトリ、機体のステータス情報、その他のパラメーターなどの飛行データは、機体内
蔵のデータレコーダーに自動的に保存されます。DJI Assistant 2（Enterpriseシリーズ）を使用して、
データにアクセスできます。

パスワード保護
Mavic 2 Enterprise Advancedはパスワード保護に対応しています。この機能は、機体と内蔵データス
トレージへのセキュアなアクセスを確保し、機密情報のリーク防止に役立ちます。
パスワードの設定／変更／削除を行うには、DJI Pilotアプリを起動し、[設定]>[セキュリティパスワー
ド]を選択します。
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	 パスワードは機体のみに保存され、DJIサーバーにはアップロードされません。このためパス
ワードを紛失したときには機体の再フォーマットが必要となります。機体をフォーマットする
と、機体に保存されているデータが削除されます。

	 機体のメンテナンスが必要となったときには、DJIは機体の内蔵データを再フォーマットしま
す。修理のために機体を返送する前に、セキュリティパスワードを解除し、データのバックア
ップを行ってください。DJIはデータ消失に関する責任を一切負いません。

プロペラの取り付けと取り外し
Mavic 2 Enterprise Advancedは低ノイズプロペラを採用しています。プロペラには2種類あり、それ
ぞれ別の方向に回転するように設計されています。白いマークは、どのモーターに取り付けるべき
かを示すために付いています。

マークあり マークなし

  

白いマークのあるモーターに装着 白いマークのないモーターに装着

 プロペラを押し込みながら矢印方向に回し、装着します。

プロペラの取り付け
白いマークのあるプロペラは、同じく白いマークのあるモーターに取り付けます。マークのないプ
ロペラは、同じくマークのないモーターに取り付けます。モーターを手でおさえ、プロペラを押し
込み、プロペラ上のマークに従って回転させて固定します。手を離した後に、しっかりと固定され
ているか、再度確認してください。

プロペラの取り外し
モーターを手でおさえ、プロペラを押し込み、プロペラ上のマークの矢印と反対方向に回転させて
取り外します。

	 プロペラブレードは先端が鋭くなっています。注意して扱ってください。
	 必ずDJI純正プロペラを使用してください。複数の種類のプロペラを一緒に使用しないでください。
	 必要があればプロペラを別途購入してください。
	 飛行前に、毎回プロペラとモーターが正しくしっかりと取り付けられていることを確認してください。
	 各飛行前に、すべてのプロペラが良好な状態であることを確認してください。古くなったり、欠
けたり、損傷したプロペラは使用しないでください。

	 けがをしないよう、回転しているプロペラやモーターには手を触れたり近づいたりしないでく
ださい。

 	プロペラの破損を防ぐため、輸送時や保管時は、キャリーケースの内側に表示されている方向
に機体を置いてください。プロペラをひねったり折り曲げたりしないでください。プロペラが
損傷している場合、飛行性能に影響します。

マークあり マークなし
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バッテリーの機能
1.	 バッテリー残量表示：バッテリー残量LEDは現在のバッテリー残量を表示します。
2.	 自動放電機能：バッテリーが10日間以上使用されない場合、膨張を防ぐために最大バッテリー

残量の60%未満まで自動で放電します。バッテリーを65％まで放電するのに、およそ3～4日か
かります。放電の過程でバッテリーから多少の熱が放出されますが、これは正常な状態です。

3.	 バランス充電：充電時、バッテリーセルの電圧は自動でバランス調整されます。
4.	 過充電保護：バッテリーが完全に充電されると、充電は自動的に停止します。
5.	 温度検知：バッテリーは、温度が5℃～40℃の場合にのみ充電されます。
6.	 過電流保護：過電流が検知されるとバッテリーの充電は停止されます。
7.	 過放電保護：バッテリーの放電は自動的に停止して過放電を防ぎます。
8.	 短絡保護：短絡が検知されると、電源が自動的に遮断されます。
9.	 バッテリーセルの損傷保護：損傷したバッテリーセルが検知されるとDJI Pilotに警告プロンプト

が表示されます。
10.	 ハイバネーション モード：20分間使用されなかった場合、省電力のためにバッテリーはオフ状

態になります。バッテリー残量が10%未満の場合、バッテリーはスリープモードに入り、過剰
放電を防止します。ハイバネーション モードでは、バッテリー残量インジケーターは点灯しま
せん。バッテリーを充電すると、ハイバネーション モードから復帰します。

11.	 通信：バッテリーの電圧、容量、電流に関する情報は、機体に送信されます。
12.	 発熱：自己発熱型のMavic 2 Enterprise Advancedバッテリーは、気温が最低-20℃という厳しく寒

冷な気象条件でも動作可能です。

インテリジェント フライトバッテリー
Mavic 2 Enterprise Advancedのインテリジェント フライトバッテリーは、スマート充電／放電機能の
ある15.4 V、3850 mAhバッテリーです。DJIの純正AC電源アダプターのみを使用してバッテリーを
充電してください。

	 モーターがしっかりと取り付けられ、スムーズに回転することを確認してください。モーター
が止まって自由に回転しない場合は、直ちに機体を着陸させてください。

	 モーターを改造しないでください。
	 飛行後、モーターが高温になっていることがあるため、モーターに触れたり、手や体の部分が
接触したりしないようにしてください。

	 モーターまたは機体の通気口を塞がないでください。
	 電源を入れた時、ESCの動作音に異常がないことを確認してください。

インテリジェント フライトバッテリー AC電源アダプター 
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バッテリーの使用

バッテリー残量LED 電源ボタン

低

高

ご使用前に『Mavic 2 Enterpriseインテリジェント フライトバッテリー 安全に関するガイドライ
ン』を参照してください。あらゆる操作と使用に対する責任はユーザーにあります。

バッテリー残量の確認
バッテリー残量LEDは、バッテリー残量を示します。バッテリーの電源を切る際、電源ボタンを押
すと、バッテリー残量LEDが点灯して現在のバッテリー残量が表示されます。

電源をオン／オフする
電源ボタンを1回押し、次に2秒間長押しするとバッテリーの電源オン／オフを切り替えられます。

バッテリーのウォームアップ
手動でのウォームアップ：バッテリーの電源がオフになっていることを確認します。電源ボタンを5
秒間長押しして、バッテリーのウォームアップを手動で行います。
バッテリーが温まってくるとバッテリー残量LEDの明るさが順に消灯、暗めの点灯、中光量で点
灯、明るく点灯へと変化します。バッテリーは8℃に達すると、ウォームアップを停止し、バッテリ
ー残量LEDが時計回りに点滅し、バッテリーの温度が8～10℃であることを示します。これが約20分
間続くと、バッテリーの電源が自動でオフになります。
自動加熱：機体にバッテリーを挿入して電源を入れます。バッテリーの温度が6℃未満で、バッテリ
ー残量が45％以上である場合、バッテリーは自動でウォームアップし、温度を8～10℃に保ちます。

低温注意
1.	 低温環境（-20～5℃）で飛行すると、バッテリー容量は著しく減少します。ご使用の前にバッテ

リーを温め、離陸の前にバッテリーを必ず完全に充電することをお勧めします。
2. 	 バッテリーは極低温環境（-20℃未満）では使用できません。
3. 	 バッテリーの性能を発揮させるには、ご使用前に温度が8℃以上になるようにバッテリーをウォ

ームアップしてください。
4. 	 低温環境でバッテリー容量が低下すると、機体の風圧抵抗が低下します。慎重に飛行させてくだ

さい。
5. 	 海抜の高いところではさらに注意して飛行させてください。
6. 	 バッテリー温度が6℃を超える場合またはバッテリー残量が45%未満である場合には、ウォーム

アップ機能を起動することはできません。
7. 	 温度が-20℃未満の場合、バッテリーの低温保護が起動するため、電源はオンになりません。バ

ッテリー温度が-15℃に達したときに機体は低温保護を終了します。
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バッテリーの充電
インテリジェント フライトバッテリーは、初めて使用する前に完全に充電してください。
1.	 AC電源アダプターを電源（100 - 240V、50/60Hz）に接続します。
2.	 バッテリーの電源をオフにし、バッテリー充電ケーブルを使用してインテリジェント フライト

バッテリーをAC電源アダプターに取り付けます。
3.	 充電中、バッテリー残量LEDは現在のバッテリー残量を表示します。
4.	 すべてのバッテリー残量LEDがオフになったら、インテリジェント フライトバッテリーの充電は

完了です。バッテリーが完全に充電されたら、AC電源アダプターを取り外します。約1時間30分
で完全に充電できます。

	 飛行直後にはインテリジェント フライトバッテリーが過熱していることがあります。すぐには充
電しないでください。常温になるまで待って、充電してください。

	 バッテリーセルの温度が動作範囲内（5°～40℃）にない場合、AC電源アダプターはバッテリー
の充電を停止します。理想的な充電環境温度は22℃～28℃です。

	 バッテリー充電ハブ（別売）を使用すると、最大4個のバッテリーを充電できます。詳しく
は、DJIの公式サイトでご確認ください。

AC電源アダプター インテリジェント フライト
バッテリー 

電源コンセント

充電中のバッテリー残量LED
LED1 LED2 LED3 LED4

バッテリー残量LED 
充電中
バッテリー残量 0%～25% 25%～50% 50%～75% 75%～100%

バッテリー保護
バッテリー保護メカニズム

LED1 LED2 LED3 LED4 点滅パターン バッテリー保護の説明

LED2が毎秒2回点滅 過電流検知

LED2が毎秒3回点滅 短絡検知

LED3が毎秒2回点滅 過充電検知

LED3が毎秒3回点滅 充電器の過電圧検知

LED4が毎秒2回点滅 充電温度が低すぎる

LED4が毎秒3回点滅 充電温度が高すぎる
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インテリジェント フライトバッテリーの装着
インテリジェント フライトバッテリーを機体のバ
ッテリー収納部に装填します。安全に取り付けら
れ、バッテリーラッチでカチッと音がなったことを
確認します。

インテリジェント フライトバッテリーの取り外し
インテリジェント フライトバッテリーの両横にあるバッテリーラッチを押しこむとバッテリーが取
り外せます。

 	電源が入っているときはバッテリーの挿入／取り外しを絶対行わないでください。
 	バッテリーがしっかりと取り付けられていることを確認してください。

カチッ

ジンバル＆カメラ
ジンバル
Mavic 2 Enterprise Advancedの3軸ジンバルはカメラを安定させ、クリアで安定した画像や動画を撮
影できます。ジンバルのチルト範囲は-90˚～+30˚です。ユーザーはジンバル設定に移動しジンバル
モードを設定したり、オートキャリブレーションを有効にすることもできます。
送信機のジンバルダイヤルを使用して、カメラのチルトを操作します。または、DJI Pilotでライブビ
ューに入ります。中央部をダブルタップするか青い円が表示されるまで画面を長押しし、円を上下
にドラッグしてカメラのチルトを制御します。左右にドラッグすると、機体の向きを制御します。

ジンバル操作モード
2種類のジンバル操作モードが利用可能です。DJI Pilotのカメラ設定で設定できます。
フォローモード：ジンバルの向きと機体の前面の角度は、常に一定の角度を保ちます。
FPVモード：ジンバルが機体の動きと同調して、一人称視点の飛行体験を提供します。

	 機体の電源をオンにした状態でジンバルを押したり叩いたりしないでください。離陸時にジンバ
ルを保護するために、平らで開けた場所から離陸させてください。

	 衝突や衝撃によりジンバルの精密性が損なわれるおそれがあります。損傷があると、ジンバル性
能に異常をきたすことがあります。

	 ジンバル（特にジンバルのモーター）に埃や砂が付着するのを避けてください。
	 機体が平らではない地面に置かれている、ジンバルの動きが妨害されている、または衝突や墜落
した場合、ジンバルモーターでエラーが発生することがあります。

	 ジンバルの電源をオンにした後、ジンバルに外力をかけないでください。ジンバルに負荷をかけ
ないでください。ジンバル動作の不具合や、モーターの損傷を引き起こすおそれがあります。

	 機体の電源をオンにする前に、必ずジンバルカバーを取り外してください。また、機体を使用し
ないときは、必ずジンバルカバーを取り付けてください。

	 濃霧や雲の中を飛行すると、ジンバルが湿気を帯びて一時的に不具合が生じることがあります
が、機能を正常に戻すには、ジンバルを乾かしてください。
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カメラ
Mavic 2 Enterprise Advancedは、サーマルカメラとビジュアルカメラを備え、赤外線画像と視覚画像
の両方を同時に撮影できます。ビジュアルカメラは1/2インチCMOSセンサーを使用し、フォーカス
範囲1 m～∞で、最大32倍デジタルズームに対応しています。
Mavic 2 Enterprise Advancedは、最大4K 30fps動画や48MP写真を撮影します。撮影モードにはシン
グルショット、インターバル、パノラマがあります。

	 使用時と保管時には、温度と湿度がカメラに適したものであることを確認してください。
	 レンズクリーナーを使用してレンズを清掃し、損傷を防いでください。
	 カメラの通気口をふさがないでください。熱が発生して、負傷したり、機器が損傷したりするお
それがあります。

写真および動画の保存
Mavic 2 Enterprise Advancedには、写真や動画を保存するために24 GBの内部ストレージが装備され
ています。データを保護し、デバイスへの安全なアクセスを確保するには、パスワード保護を有効
にしてください。
また、写真と動画を保存するために、microSDカードを使用できます。高解像度動画データの保存
には高速の読み書き速度が必要なため、UHS-Iスピードクラス3規格のMicroSDカードが必要です。
写真と動画の撮影日時を確認するには、アプリを開き、カメラ設定で[タイムスタンプとGPS情報の
追加]を有効にします。

	 機体の電源がオンのときは、機体からmicroSDカードを抜かないでください。microSDカードが
損傷する可能性があります。

	 カメラシステムが安定して動作するように、1回の動画撮影は30分までに制限してください。
 	使用する前にカメラ設定を確認し、正しく設定されていることを確かめてください。
	 大切な写真や動画を撮影する前に、いくつかの画像を試し撮りし、カメラが正しく動作している
かどうか確認してください。

	 インテリジェント フライトバッテリーの電源がオフの状態では、写真や動画を機体から転送／コ
ピーできません。

	 インテリジェント フライトバッテリーの電源は、正しくオフにしてください。カメラのパラメー
ターが正しく保存されず、記録された動画が破損する可能性があります。理由の如何を問わず、
機械が読み取れない方式で記録される、または記録された画像や動画の不具合に対して、DJIは
一切責任を負いません。ご注意ください。

分割表示モードを使用したときには3ファイルが保存されます。

表示モード 写真 動画
熱 可視光＋赤外線 可視光＋赤外線
可視光 可視光＋赤外線 可視光＋赤外線
分割 可視光＋赤外線＋分割 可視光＋赤外線

動画編集
Mavic 2 Enterprise AdvancedはMP4動画形式やH.264コーディング形式に対応し、可視光と熱画像を
撮影します。
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DJI AirSense
ADS-Bトランシーバーを搭載した有人航空機は、位置、飛行経路、速度、高度など、フライト情報
を能動的に送信します。内蔵レシーバーまたはインターネット接続を介して、DJI AirSenseはこの情
報をADS-Bトランシーバーから受信します。DJI AirSenseを搭載した無人飛行機（UAV）は、有人航
空機の内蔵ADS-Bトランスミッター（1090 ESとUAT）から、位置／向き／速度の情報を取得し、衝
突のリスクレベルをリアルタイムで算出し、警告をユーザーに送信できます。次に、DJI AirSenseは
有人航空機の位置を比較することにより潜在的な衝突リスクを分析し、DJI Pilot経由でタイムリーな
警告プロンプトをユーザーに送信します。
DJI AirSenseは、近くの有人航空機に関する情報を提供して、フライトの安全性を確保します。DJI 
AirSenseは、近づいてくる飛行機を回避するためにドローンを能動的に制御することはしません。
機体は必ず視界の範囲内で飛行させ、常に注意を払ってください。警告プロンプトが出た場合は、
高度を下げてください。DJI AirSenseには以下の制限があります。ご注意ください。
1. 	 ADS-B出力デバイスを搭載した有人航空機によって送信され、1090ES（RTCA DO-260）または

UAT（RTCA DO-282）規格に準拠したメッセージのみを受信できます。DJIデバイスは、機能し
ているADS-B出力デバイスが装備されていない有人航空機からの関連したブロードキャストメッ
セージや警告プロンプトを受信することができません。

2. 	 有人航空機とDJIの機体の間に障害物や鉄骨製の建物がある場合、DJI AirSenseは有人航空機が送
信するADS-Bメッセージを受信することも、ユーザーに警告プロンプトを送出することもできま
せん。周囲に細心の注意を払い、注意して飛行させてください。

3. 	 DJI AirSenseが周囲環境から何らかの干渉を受けた場合には警告プロンプトが遅れることがあり
ます。周囲環境を注意深く観察し、慎重に飛行してください。

4. 	 DJIの機体の現在位置が判断できない場合には、警告プロンプトが受信されないことがあります。
5.	 DJI AirSenseが無効にされている、または設定ミスのあるときには、有人航空機から送信された

ADS-Bメッセージの受信またはユーザーへの警告プロンプトの送信ができません。
DJI AirSenseが衝突の可能性を検出すると、有人航空機とDJIの機体との距離に基づいて一連の警告を
送信します（DJIの機体と送信機間の接続が安定しているとき）。最初の警告プロンプトを受信した
後、衝突を回避するため速やかに下降するか別の飛行経路を選択することをお勧めします。

警告のエスカレーション：
1. 	 有人航空機を検知すると、最も低いレベルの警告が発生します。DJI Pilotで一度に検出された航

空機を表示できるのは、最大10機です。注意を払って飛行の安全性を確保してください。
2. 	 DJIの機体が有人航空機から2 km離れているときに中レベルの警告が発生します。注意を払って

危険を回避してください。
3. 	 DJIの機体が有人航空機から1 km離れているときに高レベルの警告が発生します。有人航空機か

ら回避するために速やかに下降するか飛行経路を変更します。

赤色：警告レベル3青色：警告レベル1 黄色：警告レベル2
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モジュラーアクセサリー
Mavic 2 Enterprise Advancedには互換性のあるDJIモジュラーアクセサリー（以下に記載）を追加で
取り付けるための拡張ポートが備わっています。
M2Eビーコン：夜間あるいは低照度エリアの飛行で機体を識別しやすいようにサポートします。
M2Eスポットライト：低照度条件での捜索のための長距離照明と、夜間のカメラ撮影をサポートし
ます。
M2Eスピーカー：長距離、リアルタイムの放送または音声再生に使用されます。
M2EA RTKモジュール：NTRIPに対応し、cmレベルの測位精度を達成します。

1   

2   

4. 	 機体の電源をオンにし、DJI Pilotを起動してビーコンを使用します。

	 底部補助ライトをビーコンとして使用することができます。アプリで[ビジュアルナビゲーション
設定]に移動し、底部補助ライトを[夜間ライト]に設定します。

使用方法
モジュラーアクセサリーの取り付けおよび使用方法の例については以下をご覧ください。M2Eビー
コンを例として使用します。
1.	 機体上部の拡張ポートカバーを取り外します。将来の使用に備え、取り外した拡張ポートは安全

な場所に保管してください。
2.	 機体の拡張ポートにビーコンを取り付けます。
3.	 両側のノブを締め、ビーコンが機体にしっかりと固定されていることを確認します。

M2E ビーコン M2E スポットライト

M2E スピーカー M2EA RTK モジュール
（付属していません）
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RTKモジュールの使用
RTKの有効化/無効化 
毎回使用前に、RTK測位が有効になっていて、RTKサービスタイプがネットワークRTKまたはカス
タムネットワークRTKに正しく設定されていることを必ず確認してください。[カメラビュー]->[
]->[RTK]に移動してサービスタイプを設定します。設定しない場合、差分データがないときには機
体が離陸できません。

カスタムネットワークRTKでの使用 
送信機にドングルを接続するか、アプリの使用によりWi-Fiと接続し、カスタムネットワークRTKを使
用します。カスタムネットワークRTKは、RTK基地局の代わりに使用できます。指定されたNTRIPサー
バーにカスタムネットワークRTKアカウントを接続し、差分データを送受信します。この機能を使用
しているときには、送信機の電源を入れて、インターネットに接続したままにしてください。
1.	 送信機と機体がリンクしていること、アプリがインターネットに接続していることを確認します。
2.	 [カメラビュー]->[ ]->[RTK]に移動し、RTKサービスタイプをカスタムネットワークRTKに設定

します。そして、NTRIPホスト、ポート、アカウント、パスワード、マウントポイント情報の項
目を入力します。

3.	 NTRIPサーバーに接続するまで待ちます。RTK設定では、機体の測位は「FIX」と表示され、機体
がカスタムネットワークRTKからの差分データを取得し、使用していることを示します。

	 使用する前に、アクセサリーが正しくしっかりと機体に取り付けられていることを確認してくだ
さい。そうしない場合、飛行中に機体から落ちることがあります。

	 スポットライトやビーコンを人の目に直接向けないようにしてください。
	 大音量によって事故や傷害が生じる恐れがあるため、人の近くや騒音の影響を受けやすい構造物
が密集している都市部ではスピーカーを使用しないでください。
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スマート送信機
本セクションでは、送信機の各機能につ
いて説明します。また、機体とカメラの
操作手順についても説明します。
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スマート送信機
スマート送信機の特徴

DJIスマート送信機は、DJIの長距離伝送技術、OcuSync  2 .0を採用しており、最大伝送距離は
10 km（日本国内では6 km）です。最大解像度720pの動画を、機体からモバイル端末のDJI Pilotへ送
信し、表示します。搭載されたボタンで機体を簡単に操作し、また取り外し可能な操作スティック
は保管に便利です。
電波干渉がない広く開けた敷地では、OcuSync 2.0は飛行高度に関わらず最大720pの映像伝送をス 
ムーズに行います。送信機の伝送は 2.4 GHz と 5.8 GHz の両方で動作し、最適な伝送チャンネルを自
動的に選択します（日本国内は2.4 GHzのみ利用可）。
またOcuSync 2.0は、ビデオデコーディングアルゴリズムおよびワイヤレスリンクを通じて、カメラ
のパフォーマンスを向上させることにより、遅延（レイテンシー）を120～130ミリ秒に短縮します。
スマート送信機は、Bluetooth接続やGNSS衛星測位など多機能搭載の5.5インチの高輝度画面を備え
ています。また送信機は、Wi-Fi経由でインターネットに接続でき、最大稼働時間は2.5時間です。

スマート送信機の操作
スマート送信機の電源オン／オフ
送信機の電源をオン／オフにするには、次の手順に従ってください。
1.	 電源ボタンを1回押すと、現在のバッテリー残量を確認します。バッテリー残量が低すぎる場合は、

送信機を充電します。
2. 	 電源ボタンを長押しするか、押してすぐに長押しすると、送信機の電源がオンになります。
3. 	 送信機の電源をオフにするには、手順2の操作を再度行ってください。
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バッテリーの充電
送信機には18650リチウムイオン電池が2組内蔵されています。USB-Cポートを使って送信機を充電
してください。
充電時間：約2時間15分（標準USBアダプターを使用した場合）

	 送信機を充電するには、DJI純正のUSB電源アダプターを使用してください。DJI純正の電源アダ
プターがなければ、FCC/CE認定の定格12 V/2 AのUSBアダプターの使用をお勧めします。

	 バッテリーは長時間保管すると消耗します。過放電を防止するため最低でも3か月に一度はバッ
テリーを充電してください。

カメラの操作
送信機のフォーカス／シャッターボタンや録画ボタンで写真と動画を撮影します。
1.	 録画ボタン
	 1回押すと動画の録画を開始し、もう1回押すと停止します。
2.	 フォーカス／シャッターボタン
	 押すと、写真を撮影します。
3.	 カメラ設定ダイヤル
	 このダイヤルを回して、カメラのズームを調整します。

電源コンセント 
100～240V

USB充電器 USB-Cケーブル

機体の制御
操作スティックを使用して、機体の方向（ヨー）、前後の動き（ピッチ）、高度（スロットル）、お
よび左右の動き（ロール）を制御します。操作スティックの機能は、操作スティックモードによって
決まります。DJI Pilotでは、3種類の事前にプログラムされたモード（プリプログラムモード）と設定
可能なカスタムモードがあります。プリプログラムモードには、モード1／モード2／モード3があり
ます。初期状態のモードはモード2です。プリプログラムモードの3つのモードでは、両スティックが
中央の位置にある時、機体は一定の向きでその場でホバリングします。下図を参照して、3つのプリ
プログラムモードの各操作スティックの機能を確認してください。

21
3
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下図は各操作スティックの使用方法を説明しています。例としてモード2を使用しています。

センターポジション：操作スティックはセンターポジションにあります。
操作スティックの移動：操作スティックを中央位置から遠ざかるように倒します。

Right StickLeft Stick

Turn RightTurn Left

UP

Down

RightLeft

UP

Down

Turn RightTurn Left
RightLeft

Forward

Backward

Left Stick Right Stick

Forward

Backward

Right Stick
UP

Down
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Backward
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Turn RightTurn Left

RightLeft

モード2

モード1
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左スティック
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前方
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後方

後方
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左旋回

左

左

左

右旋回

右旋回

右旋回

右

右
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上昇

上昇
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右スティック

右スティック

右スティック
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送信機
（モード2）

機体 
（ 機首方向を示す） 備考 

左スティックを上下に倒して、機体の高度を
変更します。
上昇させるにはスティックを上に倒し、下降
させるには下に倒します。
スティックが中央から離れるほど、機体の高
度変更速度が速くなります。機体の高度を急
激に変えないよう、操作スティックは優しく
ゆっくりと動かしてください。

左スティックを左右に動かして、機体の進行
方向を制御します。
スティックを左に倒すと機体は反時計回りに
回転し、右に倒すと時計回りに回転します。
スティックが中央から離れるほど、機体の回
転速度が速くなります。

右スティックを上下に動かすと、機体のピッ
チを変えられます。
スティックを上に倒すと前進し、下に倒すと
後進します。スティックが中央から離れるほ
ど、機体の移動速度が速くなります。

右スティックを左右に動かすと、機体のロー
ルを変えられます。
左に倒すと左に飛び、右に倒すと右に飛びま
す。スティックが中央から離れるほど、機体
の移動速度が速くなります。

	 送信機が磁気干渉の影響を受けないように、磁性物質から遠ざけてください。
	 損傷を避けるため、輸送や保管時には、操作スティックを取り外して送信機の収納スロットに入
れることをお勧めします。
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フライトモードスイッチ
このスイッチを切り替えて、フライトモードを選択します。Tモード／Pモード／Sモード間を切り
換えます。

送信機でのフライトモードスイッチの位置に関係なく、初期状態では、Mavic 2 Enterprise Advanced
はPモードで開始します。フライトモードを変更するには、DJI Pilotの［カメラビュー］で、  をタ
ップして［マルチフライトモード］を有効にします。［マルチフライトモード］を有効化した後、
スイッチを［P］、次に［S］または［T］に切り替えてフライトモードを変更します。

RTHボタン
RTHボタンを長押ししてRTHを開始すると、機体は最後に記録されたホームポイントに戻ります。
再度ボタンを押すと、RTHをキャンセルし機体を制御できるようになります。RTHの詳細について
は、「RTH（Return-to-Home：帰還）」セクションを参照してください。

カスタムボタン
コントローラーには3つのカスタムボタンがあります。C1、C2、および確認ボタンです。送信機が
機体にリンクされていない場合は、確認ボタンを押して選択を確定します。送信機が機体にリンク
されているときは、ボタンを使用して選択を確定することはできません。ただし、機体にリンクさ
れているときのボタンの機能は、DJI Pilotでカスタマイズできます。
C1およびC2ボタンの機能は、DJI Pilotに設定されています。C1ボタンのデフォルトでの設定はセン
ターフォーカスです。C2ボタンのデフォルトでの設定は再生です。

位置T

位置S

位置P

位置 フライトモード
T Tモード（トライポッド）
P Pモード（ポジショニング）
S Sモード（スポーツ）

位置T

位置P

位置S
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最適な伝送範囲
スマート送信機の最適な伝送範囲は以下のとおりです。

リンクボタン

	 リンクは、送信機が機体から0.5m以内にある状態で行ってください。
	 DJIアカウントを使ってログインするときは、送信機がインターネットに接続していることを確
認してください。

	 その他のリンク方法については、https://www.dji.com/smart-controller/downloadsを参照しDJIス
マート送信機ユーザーマニュアルをダウンロードしてください。 

	 各飛行の前に送信機を完全に充電してください。
	送信機の電源がオンの状態で5分間操作をしないと、アラートが鳴ります。10分経過する
と、自動的に電源がオフになります。アラートをキャンセルするには、操作スティックを動
かします。

80°

アンテナが機体の方に向いていることを確認してください。アンテナとスマート送信機の背面との
間の角度が80°または180°である場合に、送信機と機体の間の信号で最適なパフォーマンスを得
られます。
上の図は、ユーザーと機体の間の実際の距離を表しているわけではなく、参考値です。

伝送信号が弱いときにはDJI Pilotに警告プロンプトが現れます。機体が最適な伝送範囲内にある
ことを確認するためアンテナを調整します。

スマート送信機のリンク
スマート送信機を機体と同時に購入した場合、送信機はすでに機体にリンクされており、送信機と
機体をアクティベーションした後、すぐに使用することができます。スマート送信機と機体を別々
に購入した場合は、以下の手順に従って送信機を機体にリンクします。
1.	 機体と送信機の電源を入れます。
2.	 カスタムボタンC1、C2、および録画ボタンを同時に押します。ステータスLEDが青く点滅し、

送信機で2回ビープ音が鳴ると、リンクが開始したことを示します。
3.	 機体のリンクボタンを押します。リンクが成功すると、送信機のステータスLEDは緑色に点灯し

ます。
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	送信機のアンテナを展開し、最適な伝送品質を維持できるよう、正しい位置に調整してくだ
さい。

	 送信機が損傷している場合は、修理または交換してください。送信機のアンテナに損傷がある
と、性能は大幅に低下します。

	 バッテリーを良好な状態に保つために、少なくとも3ヵ月に1回はバッテリーを完全に充電して
ください。

ステータスLEDとバッテリー残量LEDの説明
バッテリー残量LEDは送信機の電池残量を表示します。ステータスLEDは、リンクの状態を表示
し、バッテリー残量低下時、高温時、操作スティックが中央に戻っていないときに警告を表示し
ます。

ステータスLED 説明
赤色点灯 送信機は機体にリンクされていません。
緑色点灯 送信機は機体にリンクされています。
青色点滅 送信機は機体にリンク中です。
赤色点滅 送信機の温度が高すぎるか、機体のバッテリー残量が少なくなっていま

す。
黄色点滅 送信機のバッテリー残量が少なくなっています。
水色点滅 操作スティックが中央にありません。
青色に点灯 送信機のファームウェア更新が正常に終了しました。
黄色点灯 送信機のファームウェア更新に失敗しました。

バッテリー残量インジケーター バッテリー残量

    75%～100%

   50%～75%

  25%～50%

 0%～25%

ステータスLED バッテリー残量インジケーター
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スマート送信機の警告音
警告プロンプトがあるときにはスマート送信機は振動するかビープ音が鳴ります。もしエラーが機
体または飛行ステータスに関連している場合には、送信機のビープ音が鳴り、ステータスLEDが緑
色に点灯します。このエラーがスマート送信機に関連している場合は、送信機の画面に警告プロン
プトが表示されます。
ビープ音を無効にするには、送信機の電源を入れ、 をタップし、次に をタップしてから、[通
知ボリューム]を無効にします。
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DJI Pilotアプリ
本セクションでは、DJI Pilotアプリの主
要機能について説明します。
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DJI Pilotアプリ
DJI Pilotは、企業ユーザー向けに特化して開発され、2種類の飛行を提供します。マニュアル飛行
は、飛行を簡単かつ直感的なものにするプロ向け機能が多数搭載され統合されています。ミッショ
ン飛行は飛行計画をサポートし、ドローンの自動制御を実現してワークフローをよりシンプルで効
率的にします。

マニュアルフライト
カメラビュー
マニュアルフライトをタップしてカメラビューに入ります。

1.5M

1.5M

489 489 D D m m120 120 H H m m
16.0 16.0 H.S H.Sm/s m/s

N 010°  N 010°  
24.0 24.0V.S V.Sm/s m/s123456 123456

123456 123456

+ 147.498992, - 122.274800 + 147.498992, - 122.274800 

2021-2-5 13:14
147.498992,-122.274800

A
E

ISO ISO
100 100

Shutter Shutter
1/1000 1/1000

EV EV
0 0

In-Flight（GPS）
19:29

GPS 12 2.4G 61% 

MENU

00:05

12 12

VISIBLE 1.0x

SPLIT

IR

2 X

1 X1 X
VISIBLE

9 10 11

13

14

16
15

17

19

18

2021

12

23

24

22

25

87654321

S

Manual Flight Mission Flight
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1.	 システム ステータスバー
飛行中（GPS） ：機体の飛行ステータスを示し、様々な警告プロンプトを表示します。 

2.	 障害物検知ステータス 
：障害物が機体に近づくと、赤色のバーが表示されます。障害物が検知可能な範

囲に入ると、オレンジ色のバーが表示されます。検知可能な範囲に障害物がなければ、灰色の
バーが表示されます。

3.	 バッテリー残量インジケーターバー 
：バッテリー残量インジケーターは、バッテリー残量をリアルタイムに表示します。バ

ッテリー残量インジケーターのカラーゾーンは、各種機能の実行に必要な電力レベルを表しま
す。

4.	 フライトモード 
：このアイコン横の文字列は、現在のフライトモードを示します。タップしてフライトコント

ローラー設定を行います。 これらの設定から飛行限界を変更し、ゲイン値などを設定できます。 

5.	 DJI AirSenseステータス 
：近くの有人航空機に関する情報（DJIの機体から有人航空機までの距離も含む）が表示さ

れ、フライトの安全性を確保します。DJI AirSenseは近くで飛行機が検出された場合、ユーザー
に着陸を指示します。 

6.	 GPSの信号強度 
：現在のGPSの信号強度を表示します。白色のバーは適切なGPSの信号強度を示します。 

7.	 ビジョンシステムステータス
：すべてのビジョンシステムのステータスを表示します。緑色のアイコンは、対応するビジ

ョンシステムが使用できることを示し、赤色のアイコンは使用できないことを示します。アイ
コン設定をタップして、ビジョンシステムの機能を有効／無効にします。 

8.	 送信機信号
：送信機信号の強度を表示します。飛行中に干渉が検知されると、アイコンが点滅しま

す。他の警告プロンプトがない場合は、この干渉が操作または全体の飛行体験に影響を及ぼす
ことはありません。 

9.	 HD動画リンクの信号強度
：機体と送信機間のHD動画ダウンリンクの接続の強度を表示します。飛行中に干渉が検知

されると、アイコンが点滅します。他の警告プロンプトが存在しない場合は、この干渉が操作
または全体の飛行体験に影響を及ぼすことはありません。

10.	 バッテリー設定 
61%：現在のバッテリー残量を表示します。タップしてバッテリー情報の表示、各種バッテ

リー警告プロンプトのしきい値の設定、バッテリー警告プロンプトの履歴の確認を行います。
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11.	 一般設定 
：タップして一般設定に入り、測定単位の設定、ライブストリームの有効化／無効化などを

行います。

12.	 表示モード 
タップすると、表示モードを可視光／赤外線／分割に切り替えることができます。
可視光モード：ビジュアルカメラが撮影する映像のみを表示します。
赤外線モード：赤外線サーマルカメラが撮影する映像のみを表示します。
分割モード：赤外線画像とビジュアル画像を横2画面で表示します。スポット測定とエリア測定
は、赤外線モード使用時にのみ利用できます。

13.	 カメラ設定
タップして写真と動画設定に入ります。  をタップして、写真モードや画像形式などの写真設
定を構成します。  をタップして、動画サイズや形式などの動画設定を構成します。  をタッ
プして、動画字幕、グリッド線、スマートアームLED、高温アラート、ゲイン（利得）モード
設定などを構成します。

14.	 写真／動画の切り替え
：タップして写真撮影モードと動画撮影モードを切り替えます。

15.	 ジンバル スライダー
：ジンバルのチルト角を表示します。

16.	 シャッター／録画ボタン
／ ：タップして、写真の撮影または動画の録画を行います。動画録画時にはシャッターア

イコンが画面に表示されます。動画録画中、このアイコンをタップすると写真を撮影します。

17.	 ズームメニュー
a) 可視光モード： 2 

X

1
 
X

1 
X

V
IS

IB
LE をタップするかドラッグしてビジュアルカメラのズーム率を調整し

ます。
b) 赤外線モード： 1X をタップしてサーマルカメラのズーム率を調整します。
c) 分割モード： 1X をタップしてビジュアルカメラとサーマルカメラのズーム率を同時に調整
します。
ユーザーは送信機のダイヤルを使用してズームすることもできます。

18.	 アルバム
：タップすると、撮影した写真や動画をすぐにプレビューできます。

19.	 パラメータ設定
：タップして露出値を設定します。 

20.	 フライトテレメトリ
D 30 m ：機体とホームポイント間の距離。
H 10.0 m ：ホームポイントからの高さ。
HS 10.0 m/s ：機体の水平速度。
VS 2.0 m/s ：機体の垂直速度。
N 010°: 機体の向きと角度。 

 113.95, 22.54 座標：機体の経度と緯度。
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 10：15 ：内部ストレージの残り容量または残り録画時間。
 12：45 ：microSDカードの残り容量または残り録画時間。

21.	 地図
タップして地図を表示します。

22.	 時刻およびGPS情報
現在の日付、時刻、および機体の経度と緯度を表示します。可視光モードのみで使用できます。

23.	 アクセサリー 
ビーコン  、スポットライト 、スピーカー  などのアクセサリーが接続されているかを示
します。タップして設定または使用します。

24.	 ジンバルの方向調整
：タップしてジンバル方向調整をジンバル再センタリング、ジンバルヨー再センタリング、

ジンバルヨー下方、ジンバル下方として選択します。

25.	 戻る 
：タップすると、メインメニューに戻ります。
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赤外線ビュー

4.0X 4.0X29ºC 29ºC

502 502 D D m m120 120 H H m m
16.0 16.0 H.S H.Sm/s m/s24.0 24.0V.S V.Sm/s m/s123456 123456

123456 123456

+ 147.498992, - 122.274800 

2021-2-5 13:14
147.498992,-122.274800

FFC

In-Flight（GPS）
19:29

GPS 12 2.4G 61% 

MENU

 

12 12

IR 1x

SPLIT

VISIBLE

1X
IR

8 X

2 X

4 X
VISIBLE

1.	 パレット
：Mavic 2 Enterprise Advancedには、さまざまなパレットオプションが用意されています。区

別しやすい色を使って、熱画像の温度差を表示します。これはグレースケール強度に関連して
います。画像の温度範囲は256色にマッピングされ、8ビットJPEGまたはMP4形式で表示されま
す。次の表は、すべてのパレットオプションの一覧です。

2.	 FFCキャリブレーション
このボタンをタップすると、赤外線モードでのFFCキャリブレーションを有効にします。FFCキ
ャリブレーションは画質を最適化するために使用され、動作中、画面が一時的にフリーズする
場合があります。

3.	 温度測定
タップして温度測定を有効にします。スポット測定とエリア測定は、赤外線モード使用時に利
用できます。エリア測定を閉じて、温度測定を終了します。
a)	 スポット測定：画面内の任意の位置の温度を測定できます。測定精度の詳細については、仕

様を参照してください。

1 2

34

White Hot

Fulgurite

Iron Red

Hot Iron

Medical

Arctic

Rainbow 1

Rainbow 2
Tint

Black Hot
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b)	 エリア測定：画面の温度測定エリア内の任意のエリアをドラッグします。このエリアの平均
温度と最低温度、最高温度、それぞれの温度の対応する位置が表示されます。

温度測定の精度は、様々な要因により影響を受けます。：
a)	 被写体の反射率 - 反射率が高い光沢のある金属は背景放射の多くを反射するため精度が低下

するのに対し、光沢面のない被写体は精度が高くなります。
b)	 背景放射の温度 – 太陽光は温度測定の精度に大きな影響を及ぼします。直射光や反射光がサ

ーマルカメラに当たらないようにしてください。
c)	 気温と湿度 – 気温と湿度は出荷前にキャリブレーション済みですが、ある程度の温度測定エ

ラーは避けられません。極端な気温や湿度の値は測定精度に影響を及ぼします。
d)	 カメラと物体との間の距離 – キャリブレーションに使用するデフォルト値は5 mで、この距

離で最も正確に温度測定ができます。この距離から逸脱すると精度が下がります。
e)	 物体の放射率 – 物体の放射率は温度測定の精度に影響を及ぼします。一般的に、精度は放射

率と比例して上がります。放射率は材料、物体表面の粗さや酸化度合いなどの要素に影響さ
れます。

	 無風の25℃の屋内で黒体を5 mの距離から高利得モードで測定したときには、カメラの精
度は最大±2℃または±2%（大きな値のほう）になります。さまざまな物体の放射率はそ
れぞれ異なるため、この測定結果は試験対象の黒体の精度のみを示しており、あくまで参
照用です。

4.	 ビジュアルカメラ FOV
：赤外線モードでのビジュアルカメラのFOV範囲。FOV範囲はビジュアルカメラのズームを

調整すると変化します。
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ミッション飛行
はじめに
タップするとミッション ライブラリに入ります。作成された飛行ルート、または最も最近実施した
ウェイポイント飛行、マッピングミッション、またはオブリーク撮影ミッションを確認できます。
マッピングとオブリーク撮影ミッションはアプリを使用して生成され、ウェイポイント飛行はウェ
イポイント設定あるいはライブミッション記録を通じて作成できます。

Waypoint Mapping Oblique Set WaypointsLinear Flight
Mission

Live Mission 
Rec

[ウェイポイント設定]を使用して地図上に編集可能なウェイポイントを追加することでルートを作
成します。ライブミッション記録を使用してルートに沿った位置情報を記録することによりルート
を作成します。

Waypoint Mapping Oblique Set WaypointsLinear Flight
Mission

Live Mission 
Rec



MAVIC 2 ENTERPRISE Advanced ユーザーマニュアル

50  © 2021 DJI All Rights Reserved.  

ウェイポイントの設定
[ルートの作成]、[ウェイポイント飛行]をタップし、次に[ウェイポイントの設定]により新しい飛行
ルートを作成してウェイポイントを編集します。

地図上をタップして、ウェイポイントを追加し、ルートとウェイポイントの設定を構成します。

1.	 ポイント オブ インタレスト（POI） 
	 ：タップしてPOIを有効にします。POIはマップ上で表示され、ドラッグして位置を調整できま

す。POIの有効時、機体のヨーをPOIの中心に設定して、ミッション中に機体の前方がPOIを向く
ように設定できます。POIを無効にするには、このアイコンをもう一度タップします。

2.	 経路の反転：
 	

S

E ：タップして、開始地点と終了地点を入れ替え、飛行経路を逆にします。「S」は開始地点を
意味します。

3.	 ウェイポイントの消去 
	  ：タップして、追加したウェイポイントを全て消去します。

4.	 選択したウェイポイントを削除
	  ：タップして、選択したウェイポイントを削除します。

5.	 パラメーターリスト
	 ルート名を編集し、機体タイプを「Mavic 2 Enterprise Advanced」に設定し、ジンバル＆カメラ

を設定します。

6.	 ルート設定
	 ルート設定は、完了時のアクション、ジンバル制御、機体速度、高度、ヨーなどをルート全体に

適用します。

7.	 ウェイポイント設定
	 ウェイポイントを選択して、ウェイポイントパラメーターを設定します。「<」または「>」を

タップして、前または次のウェイポイントに切り替えます。設定は、選択されたウェイポイント

S

E

Waypoint1

Mavic 2 Enterprise Advanced

Select Aircraft

Height Altitude

Difference between the current altitude 
of the aircraft and the takeoff point

Display Altitude/Height

Flight Route Name

In-Flight（GPS）
19:29

GPS 12 2.4G 61% 

24.8m

54.8m

58.8m

54.8m

2

3

4 5

S

193.2 m 12 m 28 s
Distance Estimated Time

5
Waypoints

10
Photos

1
2
3
4

8

9

10

5

6

7
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に適用されます。これらの設定は機体の速度、高さ、ヨー、経度、緯度、ウェイポイントのタイ
プ、ウェイポイントでのアクションが含まれます。

8.	 ミッション情報
	 飛行距離、推定飛行時間、ウェイポイントの数、写真の数、経度と緯度が表示されます。

9.	 実行 
	  ：タップし、ポップアップ表示されるチェックリストで機体の設定とステータスを確認し

ます。「飛行開始」をタップして、ミッションを実行します。

10.	保存 
	  ：タップして、現在の設定を保存します。

ウェイポイント編集

193.2 m 12 m 28 s
Distance Estimated Time

5
Waypoints

10
Photos

24.8m

54.8m

58.8m

54.8m

2

3

4 5

S

S

E

In-Flight（GPS）
19:29

GPS 12 2.4G 61% 

21 3 4 5

ミッションライブラリに入り、作成した飛行ルートを選択し、 をタップして飛行ルートを編集し
ます。

1.	 飛行制限情報
 	  ：タップして飛行制限情報を表示します。

2.	 ロケーション 
	  ：タップすると、機体位置を中心とした地図を表示します。

3.	 地図ロック 
	 ：地図の回転はデフォルトではロックされていて、地図の上方が北となります。タップす 

ると、ロック解除され、回転できるようになります。地図上を2本の指で回転させて方向を調整
します。

4.	 地図モード 
	  ：タップして標準モードと衛星モードを切り替えます。
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ライブミッション記録

1.	 ｢C1」をタップして、新規ウェイポイントを追加します。
2.	 ウェイポイントの総数。
3.	 タップして、地図画面に入り編集します。  をタップして現在の設定を保存し、飛行ルートが

作成されます。

5.	 画面をクリア 
	  ：タップして、地図に現在表示されている飛行経路を消去します。

489 489 D D m m120 120 H H m m
16.0 16.0 H.S H.Sm/s m/s

N 010°  N 010°  
24.0 24.0V.S V.Sm/s m/s123456 123456

123456 123456

+ 147.498992, - 122.274800 + 147.498992, - 122.274800 

C1

Waypoints 1

AEISO ISO
100 100

Shutter Shutter
1/1000 1/1000

EV EV
0 0

In-Flight（GPS）
19:29

GPS 12 2.4G 61% 

MENU

00:05

12 12

VISIBLE 1.0x

SPLIT

IR

2 X

1 X1 X
VISIBLE

1

2

3
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Jan27,2021 4:21:23 PM

Single Shot (3 photos)

タップして、モバイル端末に保存可能な写真や動画を表示します。
写真や動画の保存時には、表示モードに応じて形式が変わります。詳細については、写真や動画の
保存セクションを参照してください。 Single Shot (3 photos) をタップして、写真と動画の映像を切り替
えます。

アルバム
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飛行
本セクションでは、安全な飛行方法
と飛行に関する制限事項について説
明します。
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飛行
飛行前の準備が完了したら、飛行技術を磨き、安全飛行を心がけてください。飛行は常に障害物のな
い開けた場所で実施してください。飛行高度は500 mに制限されています。この高さを超えないでく
ださい。飛行中は、現地の法律および規制を順守してください。飛行する前に、Mavic 2 Enterpriseシ
リーズの免責事項と安全に関するガイドラインを読んで、安全上の注意について理解しておいてくだ
さい。

飛行環境の条件
1.	 風速10m/s超の時、雪、雨、霧などの悪天候時には、飛行させないでください。
2.	 飛行は周囲が開けた場所でのみ行ってください。高い建造物や巨大な金属製の建造物は、機体に

搭載されているコンパスやGPSシステムの精度に影響を及ぼす場合があります。
3.	 障害物、人混み、高電圧線、樹木、水域を避けてください。
4.	 高レベルの電磁波を発する送電線、基地局、変電所、放送用電波塔などのあるエリアを避け、電

磁干渉を最小限に抑えてください。
5.	 機体やバッテリーの性能は、空気密度や気温などの環境要因に左右されます。海抜6000 m以上

で飛行させるときは、バッテリーと機体の性能が低下する可能性があるため、最大の注意を払っ
てください。

6.	 機体は、南極圏、北極圏でGPSを使用することはできません。そのような場所で飛行させる時は
下方ビジョンシステムを使用してください。

飛行制限とGEO区域
機体を飛行させるときは、すべての法律および規制に従ってください。機体を安全に合法的に使用
していただくために、デフォルトでは飛行制限がかかっています。飛行制限には、高度制限、距離
制限、GEO区域があります。
Pモードでの操作時は、高度制限、距離制限、GEO区域の機能が同時に働き、飛行の安全を管理し
ます。

飛行高度と距離制限
飛行高度と距離制限は、DJI Pilotで設定できます。500mを超える最大飛行高度は設定できません。
これらの設定に基づき、機体は下図のような制限円筒内で飛行します。

最大飛行高度 最大距離（半径）

ホームポイント電源オン時の機体
高度



MAVIC 2 ENTERPRISE Advanced ユーザーマニュアル

56  © 2021 DJI All Rights Reserved.  

GPS信号が強い  緑色に点滅

飛行制限 DJI Pilotアプリ 機体ステータスインジ
ケーター

最大高度 機体の高度が指定の値を超える
ことはできません。 警告：高度制限に到達。 なし

最大距 
離（半径）

飛行距離は最大距離（半径）内
でなければなりません。 警告：距離制限に到達。

最大距離（半径）制限
に近づいたら  赤色
で速く点滅します。

GPS信号が弱い 黄色に点滅

飛行制限 DJI Pilotアプリ 機体ステータスイン
ジケーター

最大高度

GPS信号が弱く、下方ビジョ
ンシステムが有効な場合、飛
行高度は5メートルに制限され
ます。
GPS信号が弱く、下方ビジョン
システムが有効でない場合、飛
行高度は30メートルに制限さ
れます。

警告：高度制限に到達。 なし

最大距 
離（半径） 制限なし

	 機体がいずれかの制限値に達した場合でも機体を操作することはできますが、それ以上遠くへ
は飛行させられません。機体が最大距離（半径）を超えて飛行した場合、GPS信号が強ければ
自動で範囲内に戻ります。

	 安全上の理由から、空港、高速道路、鉄道の駅、鉄道の線路、市街地、その他の要注意エリア
の近くで飛行しないでください。機体を常に目視内の範囲で飛行させてください。

GEO区域
すべてのGEO区域は、DJI公式ウェブサイトhttp ://www .dji .com/f lysafeに一覧表示されていま
す。GEO区域は異なるカテゴリーに分けられており、空港、有人航空機が低空で操縦されている飛
行エリア、国境、および発電所などの要注意区域が含まれています。
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フライト前チェックリスト
1.	 送信機、モバイル端末、インテリジェント フライトバッテリーが完全に充電されていることを

確認してください。
2.	 インテリジェント フライトバッテリーおよびプロペラがしっかり取り付けられていることを確

認してください。
3.	 機体のアームとプロペラが展開されていることを確認してください。
4.	 ジンバル＆カメラが正常に機能することを確認してください。
5.	 モーターの動きを妨げるものがなく、モーターが正常に機能することを確認してください。
6.	 DJI Pilotが機体に正しく接続されていることを確認してください。
7.	 すべてのカメラレンズとセンサーに汚れがないことを確認してください。
8.	 使用する前に、すべてのアクセサリーが正しくしっかりと機体に取り付けられていることを確認

してください。
9.	 DJIの純正部品またはDJIが認定する部品のみをご使用ください。非純正の部品やDJI認定メーカー

以外が製造した部品を使用すると、システムに不具合が発生し、安全性が損なわれるおそれがあ
ります。

モーターの始動と停止
モーターの始動
モーターの始動には、コンビネーション スティック コマンド（CSC）を使用します。両方のスティ
ックを内側下角または外側下角に向けて倒して、モーターを始動します。モーターの回転が始まっ
たら、両方のスティックを同時に放します。

モーターの停止
モーターを停止させるには、2通りの方法があります。
方法1：機体が着陸したら、左の操作スティックを下に倒し続けます。モーターは3秒後に停止し
ます。
方法2：機体が着陸したら、上述のモーターの始動で使用したのと同じCSCを実行します。モーター
は直ちに停止します。モーターが停止したら両スティックを放します。

または

方法1 方法2

または

飛行中のモーター緊急停止
飛行中にモーターが停止すると、機体は墜落します。機体が衝突する、モーターが失速する、機体
が空中でローリングする、機体が制御不能になり急上昇／急下降するなど、緊急事態が発生した場
合に限って、モーターを飛行中に停止させてください。飛行中にモーターを停止させるには、モー
ター始動時と同じCSCを実行します。
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飛行テスト 
離陸／着陸手順
1.	 開けた平らな場所に、機体ステータスインジケーターが自分の方を向くようにして機体を置き

ます。
2.	 機体と送信機の電源を入れます。
3.	 DJI Pilotを起動して、ライブビューに入ります。
4.	 機体ステータスインジケーターが緑色に点滅して、ホームポイントが記録され飛行しても安全で

あることを示すまで待ちます。
5.	 スロットルスティックをゆっくり上に倒して、離陸させます。
6.	 着陸するには、平らな地表面上でホバリングし、ゆっくりスロットルスティックを下に倒して下

降させます。
7.	 着陸後、モーターが停止するまでスロットルスティックを完全に下に倒します。
8.	 インテリジェント フライトバッテリーの電源を切り、その後送信機の電源を切ります。

動画に関する提案とヒント
1.	 フライト前チェックリストの目的は、安全に飛行し、飛行中に確実に動画を撮影できるようにす

ることにあります。各飛行前に、フライト前のチェックリストをすべて確認してください。
2.	 DJI Pilotでジンバル操作モードを選択してください。
3.	 動画撮影はPモードまたはTモードで飛行している場合にのみ行ってください。
4.	 雨天や強風時など、悪天候のときは飛行しないでください。
5.	 ニーズに合ったカメラ設定を選択してください。設定には、写真フォーマットや露出補正などが

あります。
6.	 飛行ルートと撮影シーンを想定し飛行テストを実施してください。
7.	 操作スティックをゆっくり操作してスムーズで安定した動きを維持してください。

ご自身の安全と周りの人々の安全のため、基本的な飛行ガイドラインを理解しておく
ことが重要です。
免責事項と安全に関するガイドラインを必ずお読みください。
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付録
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付録
仕様

機体
離陸重量（アクセサリーを
除く）

909 g

最大離陸重量 1100 g
サイズ 折りたたんだ状態：214×91×84 mm

展開した状態：322×242×84 mm
対角寸法 354 mm
最大上昇速度 6 m/s（Sモード） 

5 m/s（Pモード） 
最大下降速度 垂直下降

5 m/s（Sモード）
4 m/s（Pモード） 
チルト
7 m/s（Sモード）
4 m/s（Pモード） 

最大速度 72 km/h（Sモード、無風時）
運用限界高度（海抜） 6000 m
最大飛行時間 31分（無風で25 km/hの速度で飛行時に測定）

28分（RTKモジュール装着時）
29分（ビーコンの電源オン時） 30分（ビーコンの電源オフ時）
24分（スポットライトの電源オン時） 28分（スポットライトの電源オ
フ時）
27分（スピーカーの電源オン時） 28分（スピーカーの電源オフ時）

最大風圧抵抗 10 m/s（スケール5）
最大傾斜角度 35°(Sモード、送信機使用時)

25°（Pモード）
最大角速度 200°/s（Sモード）

100°/s（Pモード）
動作環境温度範囲 -10～40°C

GNSS GPS + GLONASS 
ホバリング精度範囲 垂直：

±0.1 m（RTK使用時）
±0.1 m (ビジョンポジショニング使用時)
±0.5 m (GPSポジショニング使用時)
水平：
±0.1 m（RTK使用時）
±0.3 m (ビジョンポジショニング使用時)
±1.5 m (GPSポジショニング使用時)

動作周波数 2.4～2.4835 GHz、5.725～5.850 GHz（日本では2.4GHz帯のみ利用可）
伝送電力 (EIRP) 2.4 GHz

FCC：≤26 dBm、CE：≤20 dBm、SRRC：≤20 dBm、MIC：≤20 dBm
5.8 GHz
FCC：≤26 dBm、CE：≤14 dBm、SRRC：≤26 dBm

内部ストレージ 24 GB
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サーマルカメラ
センサー 非冷却VOxマイクロボロメータ
焦点距離 約9 mm

35mm版換算：約38 mm
センサー解像度 640×512 @30 Hz
デジタルズーム 16倍
画素ピッチ 12 μm
スペクトル帯 8-14 μm
静止画サイズ 640×512
静止画モード シングルショット

インターバル：2/3/5/7/10/15/20/30/60秒
動画解像度 640×512@30fps
対応ファイルフォーマット FAT32、exFAT
静止画フォーマット R-JPEG
動画フォーマット MP4
温度測定方法 スポット測定、エリア測定
FFC オート／マニュアル
ビジュアルカメラ
センサー 1/2インチCMOS、有効画素：48 MP
レンズ FOV：約84°

35 mm判換算：24 mm
絞り：F2.8
フォーカス：1 m～∞

デジタルズーム 動画：ズームは1080pにのみ対応しています。最大4倍のデジタルズー
ムがライブビューと録画に対応しています
写真：最大32倍のデジタルズームがライブビューに対応しています

ISO感度 動画：100～12800（オート）
写真: 100～1600（オート）

シャッターモード モードP（プログラムオート）
最大静止画サイズ 8000×6000
静止画モード シングルショット

インターバル：2/3/5/7/10/15/20/30/60秒
パノラマ：スフィア

動画解像度 3840×2160@30fps
1920×1080@30fps

最大ビデオビットレート 95.37 Mb/s
対応ファイルフォーマット FAT32、exFAT
静止画フォーマット JPEG
動画フォーマット MP4
ジンバル
操作可能範囲 チルト：-90° ～ +30°

パン：-75°～+75°
機械的可動範囲 チルト：-135°～+45°

ロール：-45°～+45°
パン：-100°～+100°
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スタビライズ機構 3軸（チルト、ロール、パン）
最大可動速度 120°/s
角度ぶれ範囲 ±0.005°
検知システム
検知システム 全方向障害物検知
FOV （前方）水平：40°、垂直：70°

（後方）水平：60°、垂直：77°
（下方）前方および後方 100°、左右：83°
（側方）水平：80°、垂直方向：65°

障害物検知範囲 （前方）正確な測定範囲：0.5～20 m
検知可能範囲：20～40 m
有効検知速度：14 m/s以下
（後方）後方：正確な測定範囲：0.5～16 m
検知可能範囲：16～32 m
有効検知速度：12 m/s以下
（下方）正確な測定範囲：0.5～11 m
検知可能範囲：11～22 m
（側方）正確な測定範囲：0.5～10 m
有効検知速度：8 m/s以下
（上方）正確な測定範囲：0.1～8 m

動作環境 地表の模様が明瞭で、適切な明るさのある状態（15ルクス超）
拡散反射表面（20%超）（壁、樹木、人など）

速度範囲 地表高度2 mで50 km/h以下
高度範囲 0.1～11 m
動作範囲 0.3～50 m
送信機
OcuSync 2.0
動作周波数 2.4～2.4835 GHz、5.725～5.850 GHz（日本では2.4GHz帯のみ利用可）
最大伝送距離（障害物や干渉
がない場合） FCC：10 km, CE/SRRC/MIC（日本）: 6 km

伝送電力（EIRP） 2.4 GHz
FCC: ≤25.5 dBm; CE/MIC（日本）: ≤18.5 dBm; SRRC: ≤19 dBm
5.8 GHz
FCC: ≤25.5 dBm; CE: ≤12.5 dBm; SRRC: ≤18.5 dBm

Wi-Fi
プロトコル Wi-Fi Direct、Wi-Fi Display、802.11a/g/n/ac

2×2 MIMO搭載のWi-Fiに対応
動作周波数 2.400～2.4835 GHz、5.725～5.850 GHz (日本国内は2.4 GHz帯のみ利用可)
伝送電力（EIRP） 2.4 GHz

FCC: ≤21.5 dBm; CE/SRRC: ≤18.5 dBm; MIC（日本）: ≤20.5 dBm
5.8 GHz
FCC/SRRC: ≤21 dBm; CE: ≤13 dBm

Bluetooth
プロトコル Bluetooth 4.2
動作周波数 2.400 ～ 2.4835 GHz
伝送電力（EIRP） ≤4 dBm
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その他
バッテリー 18650 Li-ion (5000 mAh @ 7.2 V)
充電モード 12 V/2 AのUSB充電器を使用
定格出力 15 W
ストレージ ROM 16GB + microSDカード経由での拡張ストレージ*
充電時間 2時間（12 V/2 AのUSB充電器使用時）
電源 2時間30分
動画出力ポート HDMIポート
USB -Aポートの電源電圧／
電流 5 V/900 mA

動作環境温度範囲 -20℃～40℃
保管環境温度 1ヶ月未満の場合：-30℃～60℃

1～3ヶ月の場合：-30℃～45℃
3～6ヶ月の場合：-30℃～35℃
6ヶ月を超える場合：-30℃～25℃

充電温度 5℃～40℃
推奨microSDカード： SanDisk Extreme 32GB UHS-3 microSDHC

SanDisk Extreme 64GB UHS-3 microSDXC
Panasonic 32GB UHS-3 microSDHC
Panasonic 64GB UHS-3 microSDXC
Samsung PRO 32GB UHS-3 microSDHC
Samsung PRO 64GB UHS-3 microSDXC
Samsung PRO 128GB UHS-3 microSDXC

衛星測位モジュール GPS + GLONASS
サイズ 177.5×121.3×40 mm（操作スティックなしでの折りたたみ時）

177.5×181×60 mm（操作スティック付きでの展開時）
重量 約630 g
24 W USB充電器 入力：100～240 V、50-60 Hz、最大電流 0.8 A

出力：3.6～8 V  3.0 A/12 V  2.0 A
インテリジェント フライトバッテリー
容量 3850 mAh
電圧 17.6V（最大）

15.4V（標準）
バッテリータイプ LiPo
電力量 59.29 Wh
重量 約297 g
充電温度 5℃～40℃
動作環境温度範囲 -10℃ ~ 40℃
発熱方法 マニュアル／オート
発熱温度範囲 -20°～ 6℃
発熱時間 500秒（最大）
発熱電力 55 W（最大）
充電時間 1時間30分
最大充電電力 80 W
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充電器
入力 100～240 V、50-60 Hz、最大電流 0.8 A
出力 メイン：17.6 V  3.41 Aまたは17.0 V  3.53 A

USB：5 V  2 A
定格出力 60 W
アプリ
名称 DJI Pilot（Android版）
映像伝送システム OcuSync 2.0
ライブビュー品質 720p/30fps
遅延（環境条件およびモバイ
ル端末に依存） 120～130 ms

M2EA RTK モジュール
サイズ 69×69×59 mm
ポートタイプ USB Micro-B
電力 約 3 W
GNSS GPS L1/L2、GLONASS F1/F2、BDS B1/B2、GALILEO E1/E5
RTK測位精度 RTK FIX時

1 cm+1 ppm（水平） <br> 1.5 cm+1 ppm（垂直）
M2E ビーコン
サイズ 68×40×27.8 mm
ポートタイプ USB Micro-B
電力 平均 1.6 W
照度 最小角度：55 cd、光度：157 cd 
最大 可視距離 5000 m（大気の質が良好で視認性がよい状態）
M2E スポットライト
サイズ 68×60×41 mm
ポートタイプ USB Micro-B
電力 最大 26 W
照度 FOV 17°、最大11ルクス @ 直線30 m
照射面積 30 m
M2E スピーカー
サイズ 68×55×65 mm
ポートタイプ USB Micro-B
電力 最大 10 W
音圧レベル 1 mの距離で100 dB（国際標準）
ビットレート 16 kbps

* DJIスマート送信機は、最大128GBの容量のmicroSDカードに対応しています。
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キャリブレーション完了後に機体ステータスインジケーターが赤色と黄色に交互に点滅する場合、
磁気干渉レベルが高いため、現在の場所が機体の飛行に適していないことを示します。新しい飛行
場所を選択してください。

	 離陸前にコンパス キャリブレーションが必要な場合、DJI Pilotにプロンプトが表示されます。

	 キャリブレーションが完了すると、機体は直ちに離陸できます。3分以内に離陸しない場合は、
再度キャリブレーションが必要です。機体が地上に置かれている間に別のコンパス干渉警告が
発生した可能性があります。このような場合は、現在の場所が磁気干渉レベルが高く、機体の
飛行場所として適切でないことを示しています。

コンパスのキャリブレーション
機体
屋外飛行時に以下のいずれかの状況になったとき、コンパスをキャリブレーションすることをお勧
めします。
1.	 ドローンの最終飛行場所から50 km以上離れた地点で飛行する場合。
2.	 本機を30日以上飛行しなかった場合。
3.	 DJI Pilotにコンパス干渉警告プロンプトが表示されたり、機体ステータスインジケーターが赤色

と黄色に交互に点滅したりする場合。

	 磁鉄鉱床や大きい金属製建造物（駐車場ビル、鋼心地下室、橋、車両、足場など）の近くな
ど、磁気干渉が発生しやすい場所でコンパスのキャリブレーションを行わないでください。

	 キャリブレーションを実施する際、強磁性物質を含むもの（スマートフォンなど）を機体の近
くに持ち込まないでください。

	 屋内で飛行させる時は、コンパスのキャリブレーションは不要です。

キャリブレーション手順
障害物のない開けた場所を選んで、以下の手順を実施してください。
1.	 DJI Pilotのシステムステータスバーをタップして、［キャリブレート］を選択し、画面の指示に

従います。
2.	 機体を水平に保ち、360度回転します。機体ステータスインジケーターが緑色に点灯します。
3.	 機体の前面を下に向けた状態で、機体を垂直に保ち、垂直軸に沿って360度回転させます。
4.	 機体ステータスインジケーターが赤色で点滅する場合は、キャリブレーションに失敗していま

す。場所を変えて、もう一度キャリブレーションをやり直してください。

水平キャリブレーション 垂直キャリブレーション
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	 電源を入れる前に機体がパソコンに接続されていることを確認します。
	 ファームウェア更新には約15分かかります。更新中、ジンバルが変則的に動作し、機体ステー
タスインジケーターが点滅して機体が再起動しますが、これは正常な動作です。更新が完了す
るまでお待ちください。

	 パソコンがインターネットに接続していることを必ず確認してください。
	 更新を実行する前に、インテリジェント フライトバッテリーと送信機のバッテリー残量が50%
以上あることを確認してください。

	 更新中は、機体をパソコンから取り外さないでください。
	 ファームウェアを更新すると、メインコントローラーの各種設定（RTH高度や最大飛行距離な
ど）が出荷時のデフォルトにリセットされることがあります。更新の前に、ユーザー側で変更し
たDJI Pilot設定内容を別途記録し、ファームウェア更新が完了したら再度設定し直してください。

スマート送信機
送信機を電波干渉のある場所で使用した後は、コンパスのキャリブレーションが必要な場合があり
ます。コンパスにキャリブレーションが必要な場合、警告メッセージが表示されます。警告メッセ
ージをタップし、キャリブレーションを開始してください。プロンプトが表示されない場合、以下
の手順に従って送信機をキャリブレーションします。
1.	 アプリセンターに移動して、 をタップし、下にスクロールしてコンパスをタップします。
2.	 画面の図に従って、送信機のキャリブレーションを行います。
3.	 キャリブレーションが正常に終了すると、プロンプトが表示されます。

ファームウェア更新
機体
機体ファームウェアを更新するには、DJI PilotまたはDJI Assistant 2（Enterpriseシリーズ）を使用します。

DJI Pilotの使用
機体または送信機がDJI Pilotに接続されると、新しいファームウェア更新がある場合に通知されま
す。更新を行うには、モバイル端末をインターネットに接続し、画面の指示に従います。送信機が
機体にリンクされていない場合はファームウェアを更新できません。

DJI Assistant 2（Enterpriseシリーズ）の使用
機体をパソコンに接続してファームウェアを更新するには、USB-Cポートを使用します。DJI 
Assistant 2（Enterpriseシリーズ）を使用してファームウェア更新を行うには、次の手順に従ってくだ
さい。
1.	 機体の電源を切った状態で、Micro USBケーブルでパソコンのMicro USBポートに機体を接続し

ます。
2.	 機体の電源を入れます。
3.	 DJI Assistant 2（Enterpriseシリーズ）を起動し、DJIアカウントでログインします。
4.	 [Mavic 2］を選択し、左側パネルの［Firmware Updates］（ファームウェア更新）をクリックします。
5.	 更新するファームウェアバージョンを選択します。
6.	 ファームウェアがダウンロードされるのを待ちます。ファームウェア更新が自動的に開始されます。
7.	 ファームウェア更新が完了したら、機体を再起動します。
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スマート送信機
方法1：ワイヤレス
更新中は、送信機がインターネットに接続されていることを確認してください。
1.	 送信機の電源を入れます。 をタップし、次に をタップ、そしてページの下部までスクロール

して、「システム更新」をタップします。
2.	 ｢更新の確認」をタップしてファームウェアを確認します。ファームウェア更新が利用できる場

合、プロンプトが表示されます。
3.	 画面の指示に従って更新を完了してください。
4.	 更新が完了すると、送信機は自動的に再起動します。

方法2：DJI Assistant 2（Enterpriseシリーズ）
1.	 送信機の電源がオフになっていることを確認してから、USB 3.0 Type-Cケーブルを使用して送信

機をパソコンに接続します。
2.	 送信機の電源を入れます。
3.	 DJI Assistant 2を起動し、DJIアカウントを使用してログインします。
4.	 スマート送信機のアイコンをクリックしてから、「ファームウェア更新」をクリックします。
5.	 更新するファームウェアのバージョンを選択して確定します。
6.	 DJI Assistant 2が自動的にファームウェアをダウンロードし、更新します。
7.	 更新が完了すると、送信機が再起動します。

	 更新する前に、送信機のバッテリー残量が50％以上あることを確認してください。
	 更新中はUSB-Cケーブルを取り外さないでください。
	 更新中は、送信機またはパソコンがインターネットに接続していることを確認してください。
更新には約15分程度かかります。

アフターサービス情報
アフターサービスポリシー、修理サービス、サポートに関する詳細は、https://www.dji.com/support
でご確認ください。

	 ファームウェア更新、システムのキャリブレーション、パラメータ設定の作業中は、安全確保
のため、人や動物を近づけないでください。

	 安全のため、常に最新のファームウェアバージョンに更新するようにしてください。
	 ファームウェアが更新可能な場合、即時更新または3日以内の更新をシステムから促されます。
ファームウェア更新を無視する場合には、ユーザーは免責事項へ合意する必要があります。最
新のファームウェアに更新しないというユーザーの決定は、DJI指定サーバーにアップロードさ
れ、記録として保持されます。

	 送信機はファームウェア更新後、機体とのリンクが切れる場合があります。送信機と機体を再
リンクしてください。

	 ファームウェアを更新する前に、すべての接続を確認し、モーターからプロペラを取り外して
ください。



本内容は変更されることがあります。

最新版は下記よりダウンロードしてください。
www.dji.com/mavic-2-enterprise-advanced

本ユーザーマニュアルについてご質問がある場合は、 
DJI（DocSupport@dji.com 宛にメッセージを送信） 
までお問い合わせください。

MAVICはDJIの商標です。
Copyright © 2021 DJI All Rights Reserved.

DJI サポート
http://www.dji.com/support
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